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　　　　 贈与交換 と社会関係

上 杉 富 之*

Gift-Exchange and Social Networks among the Murut 

          of Sabah, East Malaysia

Tomiyuki UESUGI

   It is generally accepted that in cognatic societies like those in Borneo 

there can be no stable and exclusive corporate group based on kinship. 

Instead, an ego-centered category of kindred has been considered to play 

a main role in forming various kinds of occasional action group. 

However, we do not have much data on how kindred is activated to form 

action groups such as work groups in cultivation, hunting or feast 

hosting. Nor have we fully explored alternative social networks which 

can be used for organizing or structuring cognatic societies. In this arti-

cle I describe the gift-exchange and social networks observed in a 

funerary ritual among one of the cognatic societies of Borneo, namely, 

the Murut society of Sabah, East Malaysia. By examining these I argue 

that there are two different kinds of gift-exchange, an irreversible une-

qual bridewealth/food exchange between wife-taker and wife-giver and a 

reciprocal equal gift-exchange between longhouses or villages, and that 

these constitute the basic principles in forming wide and deeply in-

filtrated social networks among Murut society.

*国 立民族学博物館第2研 究部
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おわ りに

　 は 　 じ　 め 　 に

　本稿は,ボ ルネオ島サバに居住す るプ ロ ト・マ レー系焼 き畑農耕民 ・ムル ッ ト社会

の葬礼(パ ギ ンパヤ ン儀礼)に 見 られ る贈与交換 を記述 し,そ の分析 を通 して,双 系

社会 と規定 され るムル ッ ト社 会の社会組織上 の特徴 を明 らか にす ることを 目的 とす

る1も

　 ニーダムの整理[NEEDHAM　 l971:10】 に従 うと,親 族集団への帰属 ない し親族関係

のたど り方の形式 は父系,母 系,両 系,双 系,平 行系,交 叉系の6種 にま とめ られ る

とい う。その中で,双 系は父 ・母両者 の集団へ同等に帰属が可能な形式 であるため,

一 般 に境界が明確 で安定 した団体(corporate　 group)を 組 織 しに くい と言われ ている

[cf.　ERIKSEN　 1995:86-87】 。 に もかかわらず,双 系社会 と規定 しうるボルネオのイバ

ソ社会 では,か つて数百人に ものぼ る戦闘集団を編成 して海賊行為を繰 り返 した り,

英 国等 の植 民 地勢 力 に 対 して 武 力抵 抗 を続 け て いた こ とが 記録 され てい る 【Cf.

BaooxE　 1866;Dvxiv　 1906;GoMES　 1911;Low　 1968(1848};RoTx　 1968(189b)]o

集 団 を組織 しに くい と言われ るボルネオの双系社会 ・イバ ン社会において,い ったい

どの ように して多数 の人 間が戦闘へ動員 され ていたのであろ うか。 こ うした疑 問が生

じるのも当然であ る 【Cf.　SA肌INs　 1958:313】 。

　 武力衝突 の一方 の当事者 である英 ・蘭等の旧植民地政府側 には,イ バ ソ族 の戦闘集

団に関す る 「客観的」 な歴史資料は残 されていない。む しろ,意 図的にそれを倭小化

し,敵 対す るマ レー貴族 に よる煽動 ・組織化 のみを強調す る。鎮圧すべ き 「反 乱軍」

は野蛮 ・どう猛な 「首狩 り族」 の烏合の衆であって,秩 序立 った組織が存在 してはな

らなか った のであ る 【上杉　 1986参 照;PRINGLE　 1970;WAGNER　 1972】。 従 って,
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イバン社会の戦闘集団がどのようにして組織されていたのかを歴史資料によって再構

成するのはまず不可能である。また,そ れが本稿の目的でもない。

　 第二次世 界大戦 後,イ バ ン社会 の詳 細 なモ ノ グラフを 著 した フ リーマ ソ

【FREEMAN　 l955,1956,1958,1960,1961,1970,1981,1992]は,社 会範疇としてのキソ

ドレッドに着 目することによって,双 系社会の組織原理に関する上記のような疑問に

解明の糸口を与>x..た。すなわち,イ バン社会には出自集団や制度的な権威,指 揮組織

が欠如 してはいるが,キ ンドレッドのネットワークが広範囲に存在 し,そ の連鎖を利

用 して大規模な戦闘集団等が短日時の内に編成 され うるとしたのである。以降,キ ン

ドレッドは,イ バン社会のようなボルネオの焼 き畑農耕民社会のみならず,さ まざま

な社会において広 くその存在や有効性が検討 されるに至っている 【上杉　 1995]。しか

しながら,最 近,双 系社会に関する諸研究を批判的に検討 したケムプら 【KEMP　and

HﾜSKEN　 1991】が述べているように,キ ソドレッドを含めたさまざまな社会関係が,

実際にはどのような場面で,具 体的にどのように維持された り顕在化されるのか,な

どといった実証的な研究は現在に至るまで必ず しも十分にはなされていない2)0

　以上のような観点から,筆 者は既に,ボ ルネオの焼き畑農耕民ムル ット社会の調査

資料に基づいて,婚 姻儀礼における贈与交換や農作業における労働力の調達法,「 原

住民裁判所」の判例等に見 られる具体的な事例を詳細に記述 ・分析 してきた 【上杉

1991a,1991b,1992,1993a,1993b;ﾜESUGI　 1995】。本稿では,さ らに,ム ルット社会

で盛大に営まれ る葬礼に焦点を当て,そ こに見られる贈与交換関係を中心 とした社会

関係を検討してみたい。

　 以下,第1章 でまずムル ット社会における葬礼の概略を述べ,第2章 ～第3章 では,

埋葬や葬礼の手順や経過を具体的な事例に則 して記述する。その上で,第4章 ～第7

章では,事 例とした葬礼(パ ギソバヤソ儀礼)の 参加者の間に見られる贈与交換関係

という社会関係を分析 して,ム ル ット社会の社会組織上の特徴を明らかにする。

　 ムルット族は,東 マレーシアのサバ州南部を中心に,サ ラワク州やインドネシア 領

カリマンタンとの境界付近に居住するプロト・マレー系の焼 き畑農耕民である。サバ

州におけるムル ット族の人口は,現 在約4万 人程度と推定され3),言 語 ・文化的に,

さらに低地ムル ット族 と山地ムル ット族に大別される。低地 ムルット族の多くは今で

は個別家屋に住んで定着農耕を行った り,ゴ ム農園や商店,製 材所で働 くなどさまざ

まな職業に就いている。一方,山 地ムルット族は今でもロングハウスに住み,焼 き畑

で陸稲やキャッサバを栽培するかたわら狩猟や魚扮で副食物を得るなど,基 本的には

自給自足の生活を維持している。本稿で記述 ・分析の対象とするムルット族は後者の
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山地 ムル ッ ト族に属 し,彼 らの居住地域を流れ る主要河川名 に因んでタガル ・ムル ッ

ト(Tagal　 Murut)族 とも呼ぼれ る(以 下,本 稿では,タ ガル ・ムル ッ ト族 をただ単

に ムル ッ ト族 と して記述す る)。 なお,本 稿で提示す る資料 は,1988年10月 か ら1990

年9月 までの約2年 間にわたる フィール ドワークと,そ の後 の補充調査か ら得 られ た

ものであ る4)0

1.葬 礼

　 ムル ット社会ではかつて,遺 体をバ ンカラソ(bangkalan)と 呼 ばれ る大 きな甕 ま

たはル ングン(lungun)と 呼 ばれる木棺 に納 めていた。甕棺 や木棺 に納 めた遺体 は,

ロ ソグハ ウス内の生前 の個室 に しぼ ら く安置 したのち,パ ソサ ウ(pansau)と 呼 ぼ

れ る墓 ない し遺 体安置小屋5)に 移 しそ こに安置 した。 とい うのも,忌 み明け の儀礼

(limpas　n　u　apuiな い しlimpas　n　u　salong)ま で の期間に遺体の腐乱 ・腐臭が甚 だ しく,

ロ ソグハ ウス内に安置す ることがはばか られたからだ とい う。 また,死 霊への恐れ も

あった。遺体 を遺体安置小屋 か らさらに移 して,土 中に埋葬 す ることもあった。 しか

し,遺 体安置小屋に放置 した ままで朽ち果 てるに任せる 自然葬 の方が一般 的であ った。

　遺体を遺体安置小屋へ移 した り埋葬 した後は,墓 参 り等 の儀礼をす る ことはなか っ

た。 しか し,忌 み明けの儀礼 の数 ヵ月ない し数年後に,死 者 を弔 ってア ソギ クラソ

(angikulan)と 呼 ばれ る法事を行 うこともあった。

　現在,ム ル ッ ト社会 の大多数の人び とはキ リス ト教 ない しイスラム教 を信奉 してい

る。 このため,遺 体を甕棺 に納めて遺体安置小屋に安置す る ような ことは もはやほ と

ん どない6}0遺 体 は木棺に納棺後,土 中 に埋葬す るのが一般的であ る。遺体 は納棺後

しぼ らくは ロングハ ウス内の生前 に住んでいた個室に安置す るが,数 日以内に墓地に

埋葬ない し仮葬 し,そ の後す ぐに忌み明けの儀礼を行 う。納棺後,死 者 の近親者 たち

が遺体に触れ る ことは タブー視 されてい るため,遺 体の運搬 や埋葬等,遺 体の処置は

すべて死者 の 「娘 の夫」ない し 「姉妹の夫」 たちの義務 とみな され ている。

　 遺体 の埋葬 後,数 ヵ月か ら数年経 って,パ ギ ンパ ヤン(pagimpayan;「[遺 体 の]

遺 棄」)な い しイ ラウ ・ラ ・バ ソカイ(flau　 ra　bangakai;「 死 者 の祭 り」)な い しタバ

ル(tabal)と 称 され る儀礼 を営む。パギ ンパ ヤ ン儀礼 では,仮 葬 して いた遺体 を新

たに埋葬 し直す こともある7も この場合には,同 時に埋葬地 の下 草や木を刈 り,新 た

に墓碑 を建立す る。墓碑は,キ リス ト教徒 の場合には十字架を利用する。 また,墓 地

お よびその周辺をセ メソ トで固め,墓 碑 の上には トタソ葺 きの屋根を据 え付 ける。パ
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ギソバヤン儀礼においても,遺 体の再埋葬や墓の造営等はすべて故人の 「娘の夫」や

「姉妹の夫」たちの義務 とみなされている。パギソバヤン儀礼では,故 人を偲ぶため,

また故人の娘の夫や姉妹の夫たちのこうしたサーヴィスに対 して,遺 族たちは盛大な

宴会を催す。

　ムル ット社会で上記のような 「複葬」を行 うのは,交 通の便の悪い山岳地域で,セ

メソトや トタン,板 など,死 者の墓や屋根の材料を調達するのにかな りの時間がかか

るからだと言われている。また,パ ギソバヤソ儀礼で消費する大量の食物や嗜好品を,

儀礼の主催者側で準備するためでもある。死後,遺 体をとりあえず仮葬しておいて,

周到な準備のもとに改めて墓を造営 し,盛 大に故人を弔うためにはそれな りの時間を

要するのである。

　パギ ンパヤソ儀礼では大量の食物を短時間の内に調達 した り,か な りの費用を要す

る墓を新築 しなけれぽならない。 この儀礼ではまた,婚 姻儀礼等において見 られる,

婚資 と食物の儀礼的贈与交換 と同じような大規模な贈与交換が行われ る。「娘の夫」

や 「姉妹の夫」たちから故人に捧げられる壺や ドラ等の威信材は,故 人に対す る最後

の 「婚資」とみなされている。そこで,本 稿では,以 下,パ ギンパヤソ儀礼で贈与さ

れる壺や ドラ等の威信材も,ム ルット社会における広義の婚資に相当するものとして

記述 ・分析する8)0

2.埋 葬 と忌み明け の儀礼

　 以下,ム ル ッ ト社会 におけ る遺体 の埋葬 と忌み明けの儀礼 について,ナ パ ワ ソ/プ

ンシア ンガ ン地 区,パ ガル ンガ ソ ・ムキ ムの テ ィナ ソ ドゥック(Tinanduk)村 で

1989年10月 に 営 まれた具体的な事例 に則 して,そ の手順を明らか に してみたい。

　行政村 としてのテ ィナ ン ドゥック村 は3つ の自然村か ら成 り,1988年 当 時の人 口は

261人 で あ った。 自然村 としての テ ィナ ソ ドゥック村 は3つ の ロソグハ ウスない し長

大家屋か ら成 り,そ れぞれ3部 屋,7部 屋,10部 屋 の個室(sulap)を 有 していた(図

1参 照)。(本 稿では以下,こ れ らの ロング・・ウスを便宜的に ロングハ ウスA,B,　 Cと

呼ぶ ことにす る。)そ れぞれの個室には,理 想的には,　 .a:の夫 婦 とその未婚 の子 ど

もたちか らなる家族(sansulapan)が 暮 らす9)0

　 さて,1989年10月12日,午 後4時 半過 ぎ,ロ ソグ・・ウスBの 一室 で,60才 半 ぽ の

男性Anguyungが 老 衰 のため死 を迎 えた。臨終 の席 には,同 じロソグハ ウスBに 住

む死者 の息子たちや近親 のほか,婚 出 した娘た ちやその夫たちが駆けつけていた。
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　臨終直後には,死 者の回 りに集まっていた娘たちが突然大声で泣き出した。死者の

長男Tarisanは 目頭を押さえつつ,臨 終を知らせる ドラをひとしきり打ちならした。

また,次 男のTalimohは 亡き父の手を胸の前で組 ませた。その後,死 者の息子や娘

たちが死者の体を水で清め,新 しい洋服に着替えさせた。傍 らには死者の妻が,白 装

束に着替えて座 り込んでいた。

　死者のもとへ駆けつけてきた弔問客(義 理の息子や兄弟たち)は,各 々10マ レーシ

ア ・ドル紙幣を死者の手に握らせた。

　その間,死 者の娘たちは故人の髭を剃 り,腕 時計をはめさせて身繕いさせた。息子

たちは髭剃 りを手伝っただけで,あ とはすべて娘たちが取 り仕切っていた。婚出した

娘たちは三々五h到 着 し,遺 体の前で代わる代わるまるで一定の リズムをつけるかの

ように泣いていた。

　一方,既 に到着 していた死者の娘たちの夫,す なわち故人の義理の息子たちは,ロ

ソグハウスBの 傍 らで棺桶を組み立てていたが,そ れに赤いペ ンキを塗 って最後の

仕上げに取 りかかっていた。

　葬礼に駆けつけた義理の息子たちの家族は,ロ ソグハウスBの 回廊(salog)の 一

画に,自 分たちの寝泊まりの場所を確保していた。夕方6時 頃,彼 らに対 して,遺 族

側からコーヒーや紅茶が提供された。

　夕方6時 半頃,義 理の息子たちはできあがった棺桶を死者の個室Y'`運び込んだ。

　夜8時 頃,近 くの村に住むキ リス ト教の一宗派(Sidang　 Ingil　Borneo)の 牧師が到

着 した。遺族立ち会いのもとで聖書の一節を読み,死 者を送った。

　その後,死 者の息子たちは故人の遺体を棺桶の中に安置 した。納棺時,娘 たちは再

び泣きながら,死 者 との最後の別れをした。

　納棺後,回 廊に控える義理の息子たちやその家族には酒食が振る舞われた。

　翌10月13日 の朝,女 たちは故人の墓地を飾るビーズ製の飾 りススクル(susukur)

を作った。一方,故 人の息子たちは,夜 を徹 して弔問客を酒でもてなしていた。

　 この日は,午 前中から遠方に住んでいる死者の娘や義理の息子たちが,ボ ー トに乗

って続hと やってきた。

　 同日午後,遺 体に蝿がたか り始めたので棺にふたを し,樹 脂で目張 りをした。この

時,女 たちは再び激しく泣き,遺 族側の古老が短 く強 くリズムをつけて ドラを叩き続

けていた。納棺後,当 初赤 く塗 られていた棺が白く塗 り直された。そして,ふ たの上

部には黒いペンキで十字が描かれた。また,棺 のそばの壁には,白 地に黒い十字を縫

いつけた布がたらされた。
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　翌10月14日,葬 礼に参列 した客をもてなすために,遺 族側が用意 した水牛3頭 がほ

ふられた。その内の1頭 は,イ スラム教徒の参列者のために,イ スラム教の教義にの

っとってほふられた。

　同 日12時 頃,参 集 していた義理 の息子 たちが墓穴 を掘 るために対岸 の墓所

(1010加刀80〃)に向かった。墓地はタガル河を挟んでティナソドゥック村の対岸に位

置し,ボ ー トに乗って約5分 ほどの上流にあった。墓穴掘 りは夕方まで続けられたが

その日には終わらなかった。

　10月15日 にも,早 朝 と夕方にそれぞれ2～3時 間ほど墓掘 りが続けられたが終了し

なかった。結局,墓 穴を掘 り終わったのは10月16日 の午前であった。墓穴の長さ,幅,

深さはそれぞれ約1.7,0.6,0.9メ ー トルであった。

　10月17日 の午前9時 過ぎ,棺 を2本 の竹樟の上に固定してロソグハウスから墓地へ

運び始めた。棺を担いでいたのはすべて,故 人の 「娘の夫」や 「姉妹の夫」たちであ

った。棺が担ぎ出され始めると,女 たちは思い出したように再びいっせいに泣き始め

た。ボー トに乗せて対岸の墓地まで運ぶため,棺 は故人の生前の個室から回廊を通っ

てタガル河のボート乗 り場へ と担ぎ出されていった。最後尾には,一 人の男が ドラを

叩きながらつき従っていた。一方,女 たちはロソグハウスの昇降段(tukar)の 手前

で死者を見送 り,ロ ソグハウスから一歩 も外へ出ることはなかった。棺とともに,死

者があの世で使 う木製の山刀などをぶら下げた竹笹で作 った飾 り,イ ラウーイ ラウ

(flau-flau)も運ばれた。

　死者の近親の男たちは墓地のある対岸まで同行 した。 しか し,故 人の三男である

Raikulを 除き,誰 も墓地には降 り立たず,そ のまま村に引き返 していった。ち ょう

どこの頃,前 日死者を送 った牧師がこの場で合流 し,埋 葬場所まで同行した。土手の

上の墓地に着 くまでずっとドラは叩き続けられていた。

　墓地に到着すると,棺 はあらか じめ掘 られていた墓穴に納められ,セ メントで塗 り

固められて長方形の墓が作られた。そして,墓 の上に直接故人の名前と生年月 日・死

亡年月日が記入されて埋葬は昼'までには終了 した。墓の上には菓子や紅茶,タ バ コな

ど故人の好物が盛られた碗が置かれた。また,皿 や コップなど死者が生前使っていた

食器も添えられた。墓の全面には,竹 笹で作った飾 りイラウーイラウが立てられた。

最後に牧師が埋葬者とともに故人に祈 りを捧げ,そ の後すべての者が帰路についた。

帰路 もロングハウスに帰るまで再び ドラが叩かれた。

　遺族たちが待つ ロングハウスに帰 り着 くと,ロ ングハウスへと続 く昇降段の最上段

で,ヤ シ殻に入ったダマール樹脂(salong)が 燃やされて白い煙を上げていた。牧師
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を除 く,墓 地に向かったすべての者が この煙 で体を清めて ロソグハ ウスに入 った既

この行為を 「火を また ぐ(〃 〃lpasu　nu　apui)」 とか 「ダマ ールをまた ぐ(limpasu　 nu

salong)」 と言 い,死 に ともな う死霊 や悪霊 を追い払 う象徴的 な行為 とみ な されてい

る。 この忌み明けの儀礼が終了す ると,死 者 の配偶者や近親以外の者の喪 は明け る。

　 遺体埋葬 と忌み明けの儀礼が終了する と,婚 出 した故人 の娘や姉妹の家族等,他 の

ロソグハ ウスか ら来た者 は三h五h帰 宅の途 についた。

3.パ ギ ソバ ヤ ソ儀 礼

　ムルット社会で埋葬ない し忌み明けの儀礼の数ヵ月後に,パ ギンパヤン儀礼 と呼ぼ

れる葬礼を改めて催す ことは既に述べた。以下では,前 述 した埋葬や忌み明けの儀礼

に引き続いて催されたパギソバヤソ儀礼について,そ の経過 と手順を,準 備の段階か

ら順を追って述べてみたい。

1)準 備

　Anguyungの 埋 葬 や忌み 明け の儀礼 が行 われた翌1990年 の1月 中旬,故 人 の長 男

Tarisanら は,故 人 のパギ ソバ ヤ ソ儀礼をその年の稲の収穫後に開催 しよ うと考え,

そ の旨をテ ィナ ソ ドゥック村 の寄 り合 いで告げて村人 の賛同を得た。 さっそ く,そ の

場 でパギ ンパヤ ソ儀礼 の開催 日が4月 半 ばに決 められ,ま た儀礼へ の招待者 も選定 さ

れ た。Tarisanら が この時期にパギ ンパヤ ン儀礼 の開催を 申 し出たのは,こ の年 の稲

の収穫 を間近に して豊作が期待 され,客 を もてなすのに十分な米が確保 できると見込

めたか らである11)0

　 そ の後,今 やパギ ソバ ヤン儀礼の主催者 とな ったTarisanは,3月 半 ばに入 って儀

礼への招待客 に,籐 に結 び 目を付けた結縄(tibuku)を 添 えて招待状を出 した12)0

　 これ以降,儀 礼開催当 日まで,主 催者側 では米や タピオ カ(キ ャッサバ澱粉)な ど

の食 物の準備 に取 りか か った。特に発酵 肉(tamba')等 に 加工す るための 肉の確保

に努め,狩 りに頻繁 に出かけた。

　 儀礼の数 日前には,主 催者側は,多 数の賓客が寝泊 ま りできるように,ロ ソグハ ウ

スBの 回廊部 にスラ ソビ(sulambi)と 呼 ぼれ る小屋を建て増 した。 また,酒 宴会場

として,ス ラソ ビの反 対側の回廊 も建て増 して酒 の肴 を置 く棚(agar-agar)を 据 え

付けた(図1参 照)。

　 一方,招 待客の一部は この頃に先着 し,既 にセ メソ トで固めてあった故Anguyung
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の墓の回 りに,鎖 付きの柵を巡らせる工事を施 した。

2)経 過

　故Anguyungを 弔 うパ ギ ンパ ヤソ儀礼 自体 は,テ ィナ ソ ドゥック村 の ロングハ ウ

スBに おいて,1990年4月16日 の 夕刻か ら20日 の早朝 までの5日4晩 にわた って催

された。 以下,日 を追 ってその経過を述べ てみたい。

　①4月16日(初 日)

　 4月16日 の午前,招 待客たちがテ ィナソ ドゥック村に次々 とや って きた。客 は,ロ

ソグハ ウスBの 回廊 の端に建 て増 しされた スラ ソビの一画 に各 自の寝 泊 ま りの場所

を順次確保 してい った。

　昼過 ぎの午後1時 半頃に,主 催者側か ら客た ちに コーヒーや紅茶,タ バ コ,キ ンマ,

菓 子 などが提供 された。同 じ頃,ロ ソグハ ウスの外では,主 催者側 と客側の間で闘鶏

が開始 された。 しか し,雨 のため途 中で中断 され た。

　 雨 が小 降 りに な った午後2時 過 ぎ,シ カ ラ ボ ッ ト(Sikalabot)村 や シ プア ヨ

(Sibuayoh)村 か ら,酒 や発酵 肉,イ ノシシの肉等の援助物資 ・タバ ソ(tabang)を

持 った一行が同時に到着 した。彼 らは,後 述す るように,本 来の客である招待客やそ

の同行客か らは区別 されてい る。 しか し,彼 らもス ラソビや ロングハ ウスの回廊 の一

画 に各 自の場所 を確保 してその まま儀礼に客 として参加 した。

　午後4時 頃,シ カラボ ッ ト村 とシプアヨ村か らの客 に対 して も茶菓 のもてな しがあ

った。外では雨が上が り,中 断 されていた闘鶏が再開 された。

　 夕方の5時 半過 ぎ,シ プア ヨ村か らさらにイ ソダガ ン(indangan)と 呼 ばれ る,

長 さ3メ ー トルほ どの木製の新品の カヌーに盛 りつけ られた米飯や缶詰等 の食物 が届

け られた。 これ も,タ ・ミン(援 助物資)の 一部であ った。

　午 後6時 頃 にな って,正 式な もて な し(ansubak)が 開始 された。 まず,主 催者側

の男たちは タバ コやキ ソマ等の嗜好品を,ロ ングハ ウス回廊中央部の客 の前に,一 列

に並べ て置いた。 また,主 催者側の女たちは大量 の飲み物や菓子等 をそ の傍 らに整然

と並 べて置いた。その後,客 た ちは提供 された嗜好品や菓子等を家族 ごとに分けて食

べ始 めた。

　 7時 近 くにな って,今 度 は シカ ラバ アソ(Sikalabaan)村 か ら酒や米,砂 糖等 の援

助 の食物(タ バ ン)が 届け られた。彼 らシカラバア ソ村 の一行 も,ス ラソビの一 画に

場所 を占めてその まま儀礼に参加 した。援助物 資であるタバ ンとして届け られた食物

S22



上杉　　ボルネオ ・ムル ッ ト社会の葬礼に見られ る贈与交換 と社会関係

は しばらくロソグハウスの回廊に陳列された後で,主 催者側の各家族にほぼ均等に分

配された。

　 8時 少し過 ぎには食事も終了 し,客 たちは各自が食べた食物の容器や皿を元のロソ

グハウス回廊の中央部にもどした。 この時,提 供されたタバ コや菓子,飲 み物等に対

する返礼 として現金がそれぞれの容器に添>xら れた13}0

　客たちへの,茶 菓による正式なもてなしが終了 した頃,タ バソを運び込んだ人たち

に対 して飯,イ ナウ(inau;タ ピオカを糊状に調理 したもの),水 牛肉のスープ,イ

ノシシ肉の発酵肉(tamba'nu　 asi')な どの食事がまず提供された。

　その後,賓 客たちへもイナウや粥,水 牛肉のスープ,イ ノシシ肉のスープ,イ ノシ

シ肉の発酵肉等の食事が提供された。上述 した正式な嗜好品や茶菓の提供の時 とは違

って,こ の時の食事に対 しては客が現金による返礼をすることはなかった。

　 タバ ソを運び込んだ村人たちが食事を終えると,彼 らは回廊の一画に用意された酒

宴の場に導かれ,主 催者側から壷入 りの酒を勧められた。酒宴の場には,酒 の肴を置

く棚が据え付けられ,そ の両側には米やキャッサバ芋を醸 したもろみの入った酒壷が

一列に並べ られていた。片側の壺は50～70セ ソチメー トルほどもある大壷で,も う一

方の壺はその半分ほどの大きさしかなかった。前者は本来の客である招待客らをもて

なす酒壷で,後 者はタバ ソを持参 した者をもてなすためのものであった。従って,こ

の時に開封されたのは,後 者の小さな壷の方であった。

　 酒宴を開始する前に,テ ィナソドゥック村の村長Mansangか ら,タ バソを運び込

んだシプアヨ村等の一行に対 してお礼の言葉が述べられた。そして 「エー」という,

主催者側 とタバ ソを持参 した村人たち両者の賛同の声に続いて,ま ずタパソを運び込

んだ者から一斉に酒を飲み始めた。その傍 らでは,主 催者側の若者たちが ドラを叩い

ていた。この時点では,招 待客 らはまだ食事を済ませておらず,そ のため酒宴に参加

することもなかった。

　 その後しぽらくして,食 事を終えた招待客の女たちと主催者側の女たちは,儀 礼的

な贈与交換であるパキピラソ(pakipiran)を 開始 した。パキピラソ交換では,主 催

者側が用意 した籐製のかご(buyung)に 入 った米や鶏等の食物が,客 たちが持参 し

た金の指輪や腕時計,現 金,女 性用腰巻 き等の衣類と儀礼的に交換される。女性たち

は適当なパー トナーを探 しては,主 催者側が用意 した食物がなくなるまでパキピラン

交換を続けた。パキピラソ交換はもっぱら賓客側 と主催者側の間で行われ,タ バンを

持ち寄った者が参加することはなかった14)0

　 タバ ソを持ち寄 った者が酒盛 りを始めて30分 ほどした頃,彼 らと主催者や共催者(後
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述)が 一斉に入れ替わって酒を飲み始めた。さらに20分ほどして,今 度は先ほど酒を

飲まなかったタバンを持ち寄ったメソバーが主催者側の人間と交替 して酒を飲み始め

た。こうして主催者 とタパ ソを持ち寄った者たちは深夜12時近 くまで,代 わる代わる

交代で酒を飲み続けた。 この時,招 待客の中には彼らと共に酒を飲むように誘われ,

実際に飲み始める者 もあったが,こ の時点では招待客らに用意された大酒壷はまだ開

封 されていなかった。

　②4月17日(第2日 目)

　深夜0時 半頃,客 たちに対 してコーヒーや紅茶,菓 子等が提供 された。この後,よ

うや く招待客用として残されていた大壺が開封されて,酒 盛 りが再開された。この頃

までには大多数の客や主催者たちは既にかな りの酒を飲んで酔っぱらっていた。 この

ためもあ ってか,大 酒壷の開封に当たって特に改まった儀式や挨拶はなかった。

　酒盛 りが続 く中,午 前3時 過ぎ,賓 客側の女たちが ビーズ製の飾 りであるシシイタ

ン(sisi'itan)や ププラック(pupulak)を 酒壷の上に飾 り始めた。これらの飾 りは,

酒壷の飾 りと言われ,そ の酒壷を用意 してくれた主催者ない し共催者への返礼とみな

されている。

　午前7時 過ぎに飲み物 と朝食,12時 頃に昼食が提供された。

　昼過ぎ,再 び闘鶏が催 された。この日の闘鶏は招待客 と主催者たちの問で行われた。

なお,パ ギンパヤンにおける闘鶏では,招 待客と主催者ない しタバ ソを持参 した者 と

主催者の間で闘鶏が戦われ,招 待客とタバ ンを持参した者の間で戦われることはない。

　夕方6時 半頃,前 日同様に,ま ずタバソを持ち寄った者へ食事が提供された。

　その後,引 き続き,招 待客 らに対 しても大量の食物や嗜好品が提供された。食物は,

小皿93枚 分の各種の菓子,ポ ット42個分およびバケツ(181入 り)19杯 分のコーヒー

と紅茶,大 皿20枚 分の肉の妙めもの,飯 釜20個分の米飯,鶏8匹 分のスープ等であっ

た。一方,嗜 好品は,紙 巻きタバコ19カートン,刻 みタバコ19袋,ビ ール大瓶100本,

ウィスキー20本,鰯 の缶詰30個,鶏 卵60個 等であった。

　賓客は,提 供された食物の中から,好 みのものを選び取って各家族が占めているロ

ソグハウス回廊の一画に持ち帰 ってそれを食べた。食後,前 日の正式なもてなしの時

と同様に,賓 客たちは空になった皿やポット,飯 釜等に現金を置いた り挟んだ りして

返礼をした。

　 この日の深夜,ロ ングハウス回廊中央の広場が片付けられ,そ こに故Anguyung

の遺影を載せた机が運び込まれてきた。遺影が運び込まれると,そ れまで談笑してい
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た故人の娘たちは突然故人を偲んで一斉に泣き始めた。女たちがむせび泣く中,彼 女

らの夫(従 って,故 人の義理の息子)で ある招待客たちは一人ずつその遺影の前に進

み出た。そ して,衣 類や ドラ等の故人への贈 り物を捧げ持ち,ド ラの音にあわせて伝

統的な舞踊(alang)を 踊 りつつ,遺 影の前に近寄っていった。招待客が捧げ持 って

いた贈 り物は,遺 影の前や横に1頂次積み上げられた。招待客の中には,自 らが ドラを

叩きながら踊 り,そ の ドラを故人への贈 り物 とした者もいた。こうして,す べての招

待客が代わる代わる踊っていった。この頃には,女 性たちの泣き声 もおさまり,男 た

ちのおどけた踊 りに笑い声 さ>x漏れるようになっていた。 この儀式は,「 遺影への踊

り(panalangan　 ra　ga〃zbar)」と呼ぼれる。

③4月18日(第3日 目)

　午前8時 頃,賓 客たちに朝食が提供された。

　10時頃になると,招 待客らは自分たちが持ち寄った壷や ドラ,各 種の衣類などをロ

ソグハウス回廊中央部の広場に集め始めた。彼らが集め終わると,そ の回 りに招待客

と主催者側の主だった者が集まり,こ れら 「婚資」の贈与(antalan)が 行われた。

贈与に当たっては,招 待客の代表であるDalimposが,「 ドラや壺が少なくて申し訳

ないが,こ れで精一杯だ」 と詫びた。これに対 し,主 催者側の代表 としてティナ ンド

ゥックの村長Mansangが 礼を述べるとともに,「 とんでもない。 こちらこそ肉や酒が

少なくて申し訳ない」等 と不首尾を詫びた。

　 10時半過ぎには 「婚資」の贈与が滞 りなく終了した。主催者側に贈 られた壺や ドラ

は,そ のまましぽらくロソグハウス回廊部の中央に陳列されていた。その後,11時 頃

には,す べての品が儀礼の主催者であるTarisanの 個室へ と運び込まれた。

　午前11時過ぎ,賓 客側に昼食が提供された。この時には,昼 食への現金等に よる返

礼はされなかった。

　 12時過 ぎ,タ バ ソを持ち寄った者の一部が帰 り始めた。帰宅のためロングハウスの

回廊を通 りすぎる彼らに対 して,そ の両側から主催者側の女性たちがおしろい粉を顔

に振 りかけた。 このお しろいは,パ ギソバヤソ儀礼が終了したことを示す と同時に,

客の帰路の安全を祈願するものであるという。ただ し,こ の時点ではパギソバヤソ儀

礼はまだ終了していなかった。従って,こ の日の 「おしろいかけ」も,都 合で先に帰

宅する客のために,ご く小規模になされたにすぎない。

　夕方,早 めの夕食。

　深夜,さ らに夜食が提供 された。
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　④4月19日(第4日 目)

　午前8時 過ぎ,握 り飯とラーメソの遅めの朝食が出される。一部の招待客の間から,

飯がひどすぎるという不満が漏れ始めた。

　10時過 ぎ,招 待客への 「引き出物(ininsalahan)」 として,主 催者側から米や砂糖

等の食物が回廊に運び出されてきた。提供された 「引き出物」は,砂 糖が2袋(1袋

50kg入 り),ビ スケットが3缶(1缶181入 り),米 が3袋 と9缶,発 酵肉が1缶 と

小壺(1壷101入 り程度)8個 分および大壺1個 分,牛 の生肉が半頭分等であった。

また,タ バ ンを持ち寄ったシカラバアン村やシカラボット村,シ プアヨ村からの客に

対 してもそれぞれ盆(1枚 当た り約41)17枚 分の米と発酵肉皿18枚 分,盆14枚 分の

米と発酵肉皿14枚 分等も提供 された15)0

　 「引き出物」を受け取 った賓客たちはそれぞれ,贈 られた食物をその場で分配 し始

めた。招待客 らに対する 「引き出物」の分配に当たっては,招 待客の主だった女たち

が主導権を握 り,彼 らと彼らが同行 した同行客全員に均等に行き渡るように慎重に分

配を行った。こうして,招 待客に対する食物は22口 に分けられて,ま ず招待客の間で

分配された。その後,彼 らからさらにそれぞれの同行客へと分配された。

　午後1時 過ぎ,遅 めの昼食が提供された。

　 この頃,主 催者であるTarisanの 個室では,招 待客 らから贈 られた 「婚資」の内,

まず衣類が分配 され始めていた。衣類は,Tarisanの 妻を中心に して,主 催者と共催

者の家族に分配すべ く30口(家 族)に 分けられていた。1口 当た りでは,女 性用腰巻

き2枚,女 性用上着1枚,男 性用上着1枚,男 性用スラックス1枚 が分配されていた。

このことから,主 催者側が受け取 った衣類の総数は,女 性用腰巻きが70枚,女 性用上

着が45枚,男 性用上着が45枚,男 性用スラックスが44枚,反 物の布地が11反以上であ

ったと推定された16)。分配された衣類は,随 時,主 催者から共催者たちに手渡された。

　午後5時 頃,衣 類を分配 し終わった主催者たちは,主 催者のTarisanの 台所に保管

されていた壺や ドラの分配を開始した。主催者であるTarisan,　Talimoh,　Raikulの 三

兄弟は,事 前に作った共催者のリス トを見ながら,各 々の儀礼での貢献を考慮 しつつ

慎重に分配を開始 した。 というのは,壺 や ドラは大きさや種類に応 じて評価額が異な

るため,儀 礼後の分配でしぼ しばもめ事が生 じるからである。分配に当たっては,今

回のパギ ンパヤソ儀礼でほふられた水牛を提供 した共催者のMansangら に対 して特

に配慮がなされていた。1時 間余 りで壷や ドラの分配を終えたTarisanは,共 催者た

ちを一人ずつ台所に呼び寄せて壷や ドラを手渡 した。Tarisanは 手渡す時に,「 少な

くて悪いな」などと詫びを入れていた。
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　この 日の午後,招 待客やタバソを持ち寄った者の一部が帰宅 していった。

　夕方,前 日同様に夕食が提供され,深 夜近 くになって夜食が提供された。若者たち

は トラソプに興 じ,大 人たちは延々と酒宴を続けていた。

⑤4月20日(第5日 目)

朝8時 過 ぎ,主 催者側から賓客側への 「引き出物」として,再 びイノシシの発酵肉

がロソグハウス回廊中央部に運び出されてきた。賓客側はこれを,既 に帰宅 した者を

除いて,26口(家 族)に 分配した。この日の 「引き出物」に対 して,賓 客側は1家 族

当た り1マ レーシア ・ドルの現金で返礼をした17)0

　その後,賓 客らは徐々に帰宅し始めた。主催者側の女たちは,帰 宅する客が回廊を

通 り過ぎるたびに,彼 らの両側からおしろい粉を頭から振 りかげた り,ポ マードや 口

紅を顔に塗 りたくった。賓客らもこれに応酬し,招 待客や同行客,主 催者,共 催者,

手伝いらが入 り交 じってしぼらく大騒ぎが続いた。既に述べた ように,こ れはパギン

パヤソ儀礼の終了を象徴す る行為である。

　午前10時 頃,タ バ ソを持ち寄ったシカラバアソ村の者が帰宅の途についた。興奮し

た主催者や招待客 らはロングハウスの外にまで降 り,踊 りながらタガル河を下 り始め

た彼らのボー トを見送った。

　午前10時 過ぎ,遅 めの朝食が提供 された。この後,ほ とんどの賓客は三々五h,そ

れぞれの村に帰っていった。

　以上 で,テ ィナ ン ドゥック村で開催 された,故Anguyungを 弔 う5日4晩 にわたる

パギソバヤ ソ儀礼は終了 した。 さて,以 下 では,こ のパギ ソバヤ ソ儀礼の主催者側 と

賓客側双方の参加者の間の社会関係を検討 してみたい。

4.儀 礼 の参加者

　パギソバヤソ儀礼への参加者は,儀 礼を開催する主催者側と,そ の儀礼に客 として

参加する賓客側に2分 することができる。主催者側は自分たちの ロソグハウスで儀礼

を開催 して賓客側を接待することから,「家に住む者(a〃zahun)」 あるいは 「酒を振

る舞 う者(antapai)」 と呼ばれる。一方,賓 客たちは 「祭宴に参加する者(tambului)」

と呼ぼれる。

　パギ ソバヤン儀礼等の大規模の儀礼では,多 数の賓客を大量の食物や嗜好品等で数
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日間にわたってもてなさなければならない。そのため,主 催者側には,食 物を持ち寄

った り調理や接待を手助けす る者が多数参加する。同様に,賓 客側にも,故 人の 「娘

の夫」や 「姉妹の夫」たちという本来の招待客ぽか りでなく,彼 らが誘ってきた同行

客や,援 助物資であるタバンを持ち寄ってきた者たちが多数含 まれている。

　そこで,以 下ではまず,主 催者側 と賓客側に分けて儀礼への参加者を明らかにして

おきたい。

1)主 催者側

　主催者側の参加者は,儀 礼の主催者(喪 主)と 共催者,及 び彼 らの手伝いに分けら

れるis)0

　パギソバヤン儀礼をはじめとする各種の大規模な儀礼では,1家 族ないし数家族が

儀礼を主催する 「主催者(tampuunon;主 要な者)」 とな り,彼 らと数家族～十数家

族の 「共催者(su〃zwang　 puun;主 要な手伝い)」が協力 して儀礼を開催する。主催

者ないし共催者はそれぞれ,ロ ングハウスの酒宴の場に一列に並べ られた大壷入 りの

酒を提供することで象徴される。米ないしキャッサバ芋を醸 したもろみを入れた,高

さ70～80セ ンチメートルの大酒壺は,い ずれも主催者や共催者たちの自慢の大壷で,

婚資ない し財産としてムルット社会ではきわめて重要視されている。主催者や共催者

は,1口 ないしそれ以上の大壷入 りの酒を提供するぼか りでなく,酒 の肴や食事,嗜

好品等,賓 客のもてなしすべてに責任を持たねばならない。従って,ム ル ット社会で

各種儀礼に主催者ないし共催者として参加することは,既 に結婚 して農耕や漁撈 ・狩

猟活動において完全に独立した家族であることを前提 とする19)0主催者や共催者はま

た,儀 礼中に催される闘鶏や儀礼的な贈与交換等のさまざまな儀礼的行為を行 う。

　主催者や共催者はそれぞれ,通 常,数 家族の 「手伝い(su〃ta'cing)」の協力を得て

賓客の接待に当たる。もてなすべき賓客が多数に上るためである。手伝いは,主 催者

や共催者に協力 して調理や接待の手助けをするばか りでなく,賓 客に提供する食物の

一部をも持ち寄る。にもかかわらず,彼 らが持ち寄った食物はあ くまでも主催者ない

し共催者の名前で提供される。手伝いはまた,闘 鶏や儀礼的な贈与交換に参加する。

しかしこの場合にも,主 催者ないし共催者の名前で参加し,手 伝いが彼ら自身の名前

で参加することはない。

　 さて,今 回のパギ ンパヤソ儀礼の場合には,主 催者(喪 主)は 故Anguyungの3

人の息子,す なわちTarisan,　Talimoh,　Raiku1で あった(図2及 び図3参 照)。 彼ら

は皆,既 婚者である。故人の妻であるAmbilusも 主催者 とみなすことができる。 し
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図2　 パギンパヤソ儀礼の主催者 ・共催者と手伝い
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か しなが ら,年 老 いた彼女が単独 で儀礼 の酒食を準備す ることはなか った し,儀 礼全

体 を主導す ることもなか った。彼女に代わ って儀礼 のい っさいを取 り仕切 っていたの

は,故 人 の長男のTarisanで あ った。 このため もあってか,通 常は共催者 とな り得 な

いTarisanの2人 の息子(SilinとEnsu)も,今 回は例外 的に共催者 として儀礼 に参

加 していたaa)0主 催 者は皆,故Anguyungと 同 じロング・・ウスBに 住んでいた。

　 これに対 し,共 催者は,テ ィナ ン ドゥック村 の ロングハウスA,B,　 Cの いずれかに

個室を有す る家族で あった(図1,図2及 び図3参 照)。 す なわ ち,ロ ソグハ ウスA

か らはAmbikinら2家 族,ロ ソグハ ウスBか らはApingら4家 族 と主 催者Tarisan

の2人 の息子たち,ロ ングハ ウスCか らはテ ィナ ン ドゥ ック村 の村長Mansangら を

初め とす る10家 族が参加 していた。 さらに,テ ィナ ン ドゥック村以外の ロングハウス

か らAngkausら2家 族が参加 していた。 以上,合 計20家 族 が共催者 として今回のパ

ギ ソバ ヤ ソ儀礼 に参加 していた。

　 ところで,既 に述べた ように,主 催者や共催者はふつ う各 々が複数の手伝 いを とも

な って儀礼に参加 している。今回のパギ ソバヤ ン儀礼において も,主 催者 や共催者は

それぞ れた いてい複数 の手 伝いを ともな って いた(図2参 照)。 例 えば,主 催 者 の

Tarisan(及 び 彼の息子 で共催者 のSilinやEnsu)の 場 合 には,　LangisやKinawaら5

家 族が手伝 いにや ってきていた。 同様 に,主 催者であ るTalimoh,　 Raikul兄 弟 に もそ

れぞれ5家 族,3家 族 の手伝いが協力 していた。 また,共 催者 であるBaalonやAm-

balor,　Mansang,　 Buntung,　 Rimihら に も,1～3家 族の手伝 いが見 られ る。

　 手伝いの中には,彼 ら自身が さらに手伝いを伴 って来てい ることもあ った。例 えば,

主 催者Tarisanの 手 伝 いで あるLangisはAmbaalを 彼 の手伝 い として伴 って儀礼 に

参 加 して いた。 また,主 催者Talimohの 手 伝 いSikinに い た っては,　Angawaiと

Basidirの2家 族を手伝 いとして儀礼 に同伴 していた。

　 今回 のパギ ソバヤ ン儀礼全体では,主 催者な い し共催者 の直接 の手伝い として26家

族 が儀礼 に参加 し,手 伝 いの手伝い として3家 族が参加 していた。

　 以上 をまとめる と,主 催者側においては,主 催者が3家 族,共 催者が20家 族,主 催

者ない し共催者の手伝いが26家 族,手 伝 いの手伝 いが3家 族,合 計52家 族 以上 が今回

のパ ギ ンパヤ ン儀 礼に参加 していた とい うこ とがで きる。子 どもたちを含め る と,

300人 以上 に も上 る多数 の者が,主 催者や共催者,手 伝 い として儀 礼に参加 していた

もの と推定 され る21)。
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2)賓 客側

　主催者側 と同様 に,賓 客側 の参加者 も本来の客である招待客や同行客,タ バ ソ(援

助物資)を 持 ち寄 った客に分類す るこ とがで きる。

　 パギ ソバヤ ソ儀礼において主催者側が招待 した本来の客 であ る招待客は,ト ゥマキ

ソと一括 され る。 トゥマキ ン(tu〃zakin)の 本 来(狭 義)の 意味は 「娘 の夫」である。

しか し,後 に詳 しく検討す るように,パ ギ ソバ ヤン儀礼等 の文脈で使 われ る トゥマキ

ンとい う言葉 は,た だ単に系譜上 の 「娘 の夫」だけを意味す るものではない。 この語

は,広 義には,同 一 の ロソグハ ウスに住む,父 系に偏 った親族集団 としての 「われわ

れ」の 「娘の夫」をすべ て含む。従 って,例>xぽ,系 譜上 の 「姉妹の夫」や 「イ トコ

の夫」,「メイの夫」等 はすべ て,「 われわれの娘の夫(ト ゥマキ ソ)(tu〃takin　 mai)」

と呼ばれ る。 これ に対 して,「 妻の親」(イ ワソ;iwan)も 広 義 には系譜上 の 「妻の

親」のほかに,妻 方の年長 の親族を広範 囲に意味す る。

　 葬礼において,ト ゥマキ ンは死者の遺 体を納 める棺の調達 や遺体 の埋葬,墓 の造営

等に分担 して責任を持つべ き もの とみな され ている。 これ らのサー ヴィスに対 して,

「妻の親」た ちは トゥマキ ンをパ ギ ンパヤ ン儀礼等に招待 し,酒 食 でもてなす。彼 ら

トゥマキ ソが,今 回の一連 の葬礼(埋 葬,忌 み明け の儀礼,パ ギ ソバヤ ン儀礼等)の

招待客 であ る(図4参 照)。 なお,各 トゥマキ ソの,埋 葬や葬礼等へ の参加状 況は表

1に 示 した通 りであ る(表1参 照)。

　 パギ ンパ ヤソ儀礼 で招待 され たのは,故Anguyungの 直 接 の トゥマ キ ソ(狭 義 の

トゥマキ ソ)だ け ではない。故Anguyungの 息 子 たち(主 催者)の トゥマキ ンや,

ロ ソグハウスB,さ らにはテ ィナン ドゥック村 の儀礼共催者の トゥマキ ンたちが広 く

招待 された。主催者 ない し共催者 に よる トゥマキ ンの招待関係は,図4に 矢 印で示 し

てあ る。例えば,AmihangやEson,　 Boko1ら は,故Anguyungの 直 接の トゥマキ ン

と して 招待 され て い る。 一 方,KukumonやAngkawot,　 Akal　 S.ら は,共 催 者 の

Baalonが 招 待 し た 彼 の ト ゥマ キ ソ で あ る 。 同 様 に,共 催 者 のAmbikinや

Angkuyungも そ れ ぞれ,彼 らの トゥマキ ンであるLindas,　 UminとElikら を 招待 し

ている。か くして,今 回のパ ギソバヤ ソ儀礼 において,主 催者ない し共催者 の トゥマ

キ ンとして招待 されたのは23家 族に ものぼ った。

　 ところで,ト ゥマキ ンた ち招待客は故人 の遺体を埋葬 した り墓を造営す るだけでは

ない。彼 らは故人(そ してまたその遺族)に 対す る最後の 「婚資」 として,壼 や ドラ

等の さまざまな威信財 を儀礼 において贈与する。彼 らは また,主 催者側が提供 した酒
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図4　 パギンパヤン儀礼の招待客と同行客
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表1　 トゥマキンの葬礼等への参加状況

儀礼等の名称
名前 棺の製作 墓穴掘り 埋葬 忌み明けの儀

礼 墓の柵作り
パギンパヤン

儀礼

Ahui X O 0 X X 0

Akal　 S. 0 0 a O X 0

Akal　 K. X a 0 X X 0

Amihang 0 0 O O X 0

Kawati 0 0 0 X X X

Ampakat 0 0 a X x 0

Andua 0 0 a X X 0

Angkasau X x X x X O

Angkawot 0 0 0 0 X O

Balua 0 0 0 0 X 0

Bokol X x X 0 X 0

Jamil x 0 X 0 0 0

Popolong 0 0 a 0 X O

Dalimpos O 0 O 0 0 0

Eson 0 O a 0
「
O 0

Himbulan 0 0 0 X X X

Kukumon 0 0 ○ 0 O 0

John X 0 X X X 0

Lindas X 0 x X X X

Ukin 0 O 0 0 0 0

Unih 0 0 0 0 O 0

Umin O 0 0 X x 0

Elik X X X △(妻 参加) X 0

Abuh X X X X X 0

Andapa X O 0 O X X

Samaan X x X X X O

食に対 しても現金や女性用腰巻き等で返礼をしなけれぽならない。こうした婚資や透

礼として贈与する大量の威信財や多額の現金を調達 したり準備するため,招 待客たセ

は通常,各 自自分たちの トゥマキンを儀礼に誘 う(特 に,induluな いしinjuulとG

534



上杉　　ボルネオ ・ムル ッ ト社会の葬礼に見 られ る贈与交換 と社会関係

われる)。こうした,招 待客に儀礼への参加を誘われた客が同行客である。

　同行客に対する誘いはあ くまで誘いであって,決 して強制ではない。 しかし,誘 い

を断ることは,そ の後の食物 と婚資の贈与交換関係を断つことを意味し,ひ いてはイ

ワンー トゥマキソという義理の親子関係ないし姻族関係を損ねることになる。従 って,

通常,ト ゥマキソが 「妻の親」たちの儀礼への参加の誘いを断ることはまずない。

　今回のパギンパヤソ儀礼を見てみると,例 えば,招 待客のAmihangは,彼 の トゥ

マキ ンであるOmpoholやSauriら を同行 している(図4参 照)。 同様に,招 待客の

Esonは,彼 の トゥマキソであるPangiasやPanawariら5家 族を同行して儀礼D'`参加

している。このように,各 トゥマキソはたいてい複数の自分たちの トゥマキソを同行

して儀礼に参加 している。結局,今 回のパギソバヤソ儀礼では,招 待客たちは合計28

家族(直 接参加 しなかった1家 族を含めて29家族)の 同行客を連れて儀礼に参加 して

いた。

　賓客側には,招 待客や彼 らの同行客のほかに,食 物や薪等の援助であるタバンを持

ち寄 ってそのまま儀礼に参加 した家族 も含まれる。彼 らは 「タバソを持ち寄 る人

(ulun　tumabang)」 と呼ぼれ,儀 礼の本来の客である招待客や彼 らの同行客とは明確

に区別されている。彼らは,招 待客や同行客とともに儀礼に客 として参加 している。

しかし,儀 礼会場であるロソグハウス回廊においては,招 待客 らとは異なった場所を

占めて寝泊ま りする。また,彼 らに提供される食物の種類や量,提 供される時期 も,

本来の客とは微妙に異なっている。彼らは壷や ドラのような婚資を携えてくるような

ことはないし,儀 礼終了時に 「引き出物」として大量の食物を主催者側か ら提供され

ることもない。また,パ キピラソ交換をは じめとする儀礼的な贈与交換に参加するこ

ともない22)0

　今回パギンパヤン儀礼にタバソを持ち寄ってそのまま客としてティナソ ドゥック村

に残ったのは,シ プアヨ村からの13家族,シ カラボ ット村からの4家 族,シ カラバア

ソ村か らの数家族で,合 計20家 族ほどであった。

　 以上をまとめると,賓 客側では,招 待客 としての トゥマキンが23家族,彼 らが同行

してきた同行客が28家族,タ パ ソを持ち寄 った客が約20数家族,合 計70家 族以上,子

ども達を含めて420人 以上の客が儀礼に参加したものと推測される23)0

　従 って,5日4晩 にわたるパギンパヤソ儀礼全体では,主 催者側と賓客側の参加者

を合計すると全部で122家 族,700人 近 くが今回の儀礼に参加 していたことになる。
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5.食 物 と婚資 の調達

1)食 物 の調達

　パギソバヤン儀礼をは じめとする各種儀礼において消費される主要な食物は,米 や

キ ャッサバ芋で醸 した酒,主 食 としての米やタピオカ(キ ャッサバ澱粉)」 そして副

食物 としてのイノシシやシカ,水 牛,牛 等の発酵肉や新鮮な肉である。ムルット社会

では,こ の中でも特に肉の調達にもっとも時間とエネルギーが注がれる。

　儀礼の開催が最終的に決定されるのは,主 要作物である稲が実 り始める1月 半ぽ頃

である。豊作が期待されては じめて儀礼の開催が決定されるのであるから,十 分な米

の確保にはふつ う問題がない。また,キ ャッサバはたいてい余分なほどに作付けされ

ている上に,収 穫の時期を問わないので不足す ることはない。これに対 して,イ ノシ

シやシカの肉,川 魚等の副食物は必ず しも十分に得られるとは限らない。しかも,そ

れらは儀礼における酒宴の酒の肴やおかずとしてなくてはならない。そこで,主 催者

側では,儀 礼の開催を決定して以降,頻 繁に狩 りや魚採 りを繰 り返 して肉や魚の確保

に努める。得られた肉や魚は,保 存が効 くようにたいていは発酵肉(tamba')に 加

工する。

　表2に 示 したのは,今 回のパギンパヤン儀礼等に備>xて,主 催者ないし共催者が行

った狩猟ない し漁撈活動の一部のリス トである(表2参 照)。 これ らの狩猟や漁撈 は

日々の副食物を得るためでもあったが,獲 物の多 くは発酵肉として儀礼用に保存 した

とい う。そして,そ の大半は実際に今回のパギンパヤソ儀礼の際に消費された。

　主催者側では,主 催者であるTarisanやTalimoh,　 Raikulが 中心 となって,狩 りや

魚採 りを行 っていた。例えば,Talimohは,儀 礼開催日の半月ほど前の4月 初旬に,

シカ,ホ ェジカをそれぞれ1頭 得 て発酵 肉をつ くっている。 また,20代 半ばの

Raiku1の 場合には,儀 礼の10日 ほど前から4回 漁に出て,1缶(181入 り)分 の発酵

魚を用意 した。

　一方,主 催者の一人であるTarisanは 狩 りにも漁にも出かけなかった。その代わ り,

儀礼開催 日直前の4月 半ぽに,手 持ちの水牛 と交換してイノシシとシカの発酵肉10缶

を調達 している24)0

　主催者側ではまた,主 催者を中心として,儀 礼用に水牛や牛,豚 も調達 している。

主催者のTarisan,　Talimoh,　Raikul兄 弟はそれぞれ水牛を1頭 ずつ購入 した。彼らは
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表2　 パギンパヤソ儀礼直前の狩猟と漁撈活動

リー ダー の名 前 回数 期 日
儀礼用に用意した肉
ないし魚

その他

Tarisan 0 4月9日 イノシシ及びシカの発酵
肉10缶

水牛1頭 と交換

Talimoh i 4月 初 旬 シ カ1頭,ホ エ ジ カ1頭

Raikul 4 4月7～15日 川魚の発酵肉i缶

Baalon 1 4月14日 イ ノ シ シ3頭

Ampalus i 4月 初 旬 大ナマズ7匹 など

Parisa 1 4月 初 旬 川魚の発酵肉1缶

Ambalor 2 3月 下旬 イ ノ シ シ3頭,マ メ ジ カ
1頭

Angkuyung 2 4月 初旬 イ ノ シ シ1頭,マ メ ジ カ

2頭

Angakapuk同 行

Mansang i 4月 初旬 Angakapuk,　 Anthony同 行

Rimih 3 4月 初旬 ホエジカ1頭 など,川 魚
の発酵肉3缶

1回 はAngkapuk同 行

Angkapuk 4 4月 初旬 イ ノ シ シ1頭 1回 はRimih,

2回 はAngkuyung,
1回 はMansangら を 同行

また,3人 で費用 を分担 して牛1頭 も購入 した。 さらに,Tarisanは 共 催者 であ る

Baalonら4人 と協力 して水牛1頭 を購入 した。一方,共 催者 であ る村長のMansang

ら も水牛1頭 と豚1頭 を儀礼用に購入 したzs)0

　 今 回のパギ ンパヤ ソ儀礼 に関 して,主 催者側 におけ る食物 の調達 の状況を示 した も

のが表3で あ る(表3参 照)。 表3か ら明らか な ように,米 や タ ピオカ,発 酵 肉等,

主 要な食物 の多 くは主催者 と共催者が 自前で準備 してい る。 しか し,彼 らとともに,

主 催者や共催者 の手伝い も儀礼 で消費 された食物 の一部の調達に寄与 していた。例え

ば,主 催者のTarisanの 元 へは,　Abi,　Andua,　 Borot,　Ambaa1の4家 族 の手伝いが,

米 や発酵 肉,砂 糖,ビ スケ ッ ト等の食 物 を持 ち寄 って いた。 また,共 催者 で あ る

Rimihの 場 合には,　BalorやJohn,　 Stautの3家 族 の手伝 いが発酵 肉ばか りでな く,

酒や米等 の主要 な食物 も持ち寄 っていた。

　表4で は さらに,パ ギ ソバヤ ソ儀礼 に先だ って開催 された,埋 葬 と忌み明け の儀礼

におけ る食物 の調達 の状況を示 してあ る(表4参 照)。 とい うのは,本 来はパ ギ ソバ

ヤソ儀礼へ も参集すべ きであ ったが,仕 事 な どの都合で参加 しなか った とい う例が少

なか らず あるか らであ る。両儀礼における食物 の調達を総合的 に分析す ると,主 催者
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表3　 主催者側における食物の調達(パ ギソバヤソ儀礼)

酒
(壷)

米
タピオカ

(バケツ)
発酵肉 砂糖 ビス ケ ッ ト

タバコ

(カ ーFソ)
その他

Ambikin }
一 一 一 } 一 一 断食中で不参加

Pansa 3 4缶 4bkt*** 2缶 1缶 1缶 i

Tarisan io 9缶 5 10缶,1壷 1袋,2缶 4缶 6 水牛2
Kinawa 『 一 一 一 一 一 一 不参加
Abi 1 1袋,1缶 2 1壺 1缶 1缶 2
Andua 0 1缶 1 0 1缶 1缶 0
Borot
Ambaal

0
0
1麗 i

2
　 1壷
4tnk****

4小 袋
0

2中 袋
0 0

刻みタバコ4袋

Talimoh 4 5缶 3 3壷 L5缶 2缶 2 小麦粉1Akg
Angawai 0 2缶 2 3tnk 0 0 1

Sikin 0 0 2 2缶 0 1缶 0
Musa 0 1缶 1 1壷 0 0 0

Basidir 0 ibyg** lbkt 2壺 0 0 0

Raikul 2 3缶 i 0 1缶 1缶 1 水牛1
Nandulun 0 4缶 1bkt 5壺 2缶 1缶 i

Johny
Ginaba

Aping 5 4缶 4 4缶 1缶 1缶 2
Bakasut 0 1缶 1 1壷 0 M$5相 当 5箱

Baalon 6 5 4 3缶 2 2 2

Ansapoi 2 4 5 5缶 1 1 1

Ampukot

Ampungit 『 一 一 一 一 一 一 不参加

Ambalor 12 6缶 7bkt 5壷 2缶 1缶 2'

Mansang 4 4缶 3 6缶 1缶 1缶 3 水牛1,豚1
Ambaru 0 2缶 1 1壷 0 0 0

$untung 2 4 2 0 0 0 0

Karabo 1 0 1 2壷 0 0 0
Taruki

Antony z 25缶 a 1壺 1gtg M$6相 当 1

Andahang 3 4缶 i 1壷 1缶 1缶 i

Andapa 0 0 2 1壷 0 0 0 薪5束

Ampalus 4 6缶 2 3壷 3缶 3缶 2 小麦粉2街
Linipong 0 1缶 0 0 0 0 0

Angkuyung 4 4缶 2bkt 2壺 2缶 1缶 3

Amat 0 i缶 1bkt 1壺 0 0 0

Angkapuk z 3缶 3 2壺 1缶 1缶 5箱

Rimih 4 6 i 3壷 1缶 2缶 2

Balor 0 i 1 1壷 0 0 0
John 1 1 a 1壷 0 0 0

Staut 0 1 i 1壺 0 0 0

Manggas 一 一 一 一 一 一 一 不参加

Misin 3 6缶 2 2缶 0.5缶 M$8相 当 2

　 *gtg:gantang(約4.51)

　 **byg=buyung(籐 製 か ご,約4.51入 り)
***bkt;bangkat(竹 製 か ご

,約181入 り)
****tnk:tungku(竹 筒 製 容 器

,約4.51入 り)

1缶(181入 り),1バ ケ ツ(18'入 り),1袋(砂 糖,米 等 は50kg入 り)
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　　　　　　　　　表4　 主催者側における食物の調達(忌 み明けの儀礼)*

酒

(壺)
米

タ ピオカ

(バケツ)
発酵肉 砂糖 ビスケ ッ ト

タバコ

(カ ー トソ)
その他

Ambikin 2 1缶 1 1缶 0 0 0 水牛1

Parisa 2 1缶 2 1缶 1缶 1缶 1

Tazisan

Kinawa

Abi

Andua

　 Borot

　 Ambaal

20
S
i
i

=

6缶
1缶
1缶
1缶

=

10

4

萱

二

6壷
3壺
1壷
1壺

=

2缶

　1缶
M$10分

　 0
　 一

2缶
1缶
0
0

=

:
0
0

=

水牛1

不参加
不参加

Talimoh

Angawai

　 Sikin

　 Musa

　 Basidir

10
0

=
一

2蟹

=

釜

=
一

3壷
1壷

=
一

1缶
0

=

1缶
0

=

1
0

=
一

不参加
不参加
不参加

Raikul

Nandulun

　 Johny
Ginaba

4
1

=

3缶
1缶

=

2bkt
lbkt

=

3缶
1缶

=

1缶
0

『

M$5分

　 0
　 一

2
0

= 不参加
不参加

Aping

　 Bakasut 三 笹 2bkt
一 響 轡 0.5缶

一
2

不参加

Baalon
Ansapoi
Ampukot

3

2
一

3缶

蓼 子
一

2缶

璽
1缶
0

1缶
0

2

0
一 不参加

Ampungit 『 一 一 一 一 一 } 不参加

Ambalor 4 1缶 1bkt 1缶 2gtg 2小 袋 1

Mansang
Ambaru

4 箏 2 轡 0.5缶
一

M$10分
　 一

2

不参加

Buntung
Karabo
Taruki

子
1街
1缶

1

1

1壺
1壷

M$15分
　 0

M$10分
　 0

1
0

Antony 4 2缶 2 1缶 1缶 M$6分 2

Andahang

　 Andapa

1 轡 1bkt
一 轡 堕 轡 1

不参加

Ampalus

　 Linipong

2 轡 0 堕 堕 轡 2

不参加

Angkuyung
Amat

3 轡 2bkt
一 堕 轡 轡 2

不参加

Angkapuk 1 1缶 1 1壺 M$10分 M$4分 5箱

Rimih

　 Balor

　 John
　 Staut

2

1

轡
轡

3

0

轡
璽
轡
0

轡
0

1

0

不参加

不参加

Manggas ? ? ? ? ? ? ? 資料得られず

Misin 1 6gtg 2 ? ? ? ? 父のKalasang参加

*単位については表3参 照
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や共催者全19家 族 の内の11家 族(57.9パ ーセ ソ ト)に 対 して,手 伝 いが食物等を持参

して いた こ とがわか る26)。しか も,主 催者 のTarisanやTalimoh,共 催 者 のBaalon

の 場 合の ように,複 数 の手伝いが食物を持参 している例が多い。

　主催老側 におけ る食物 や嗜好 品の調達は,主 催者や共催者,手 伝 いによるだけでは

ない。パギ ンパヤ ソ儀礼における食物 の調達 で特徴的な ことは,相 互扶助関係にある

近隣ない し遠方 の村(ロ ングハ ウス)か らタバ ソと称 され る食物 の援助が なされる こ

とである。既 に述べ たよ うに,今 回のパギ ソバヤ ン儀礼 では,シ プア ヨ村,シ カラボ

ッ ト村,シ カラバア ン村 の3つ の村か ら食物が運び込 まれ てきた。 シプア ヨ村 とシカ

ラボ ット村は協力 して酒を20壺 分,米 を籐製 のかご(buyung,約101入 り)16杯 分,

米 飯 をイ ンダ ンガ ソ(indangan)と 呼 ばれ る舟形の飾 り容器(全 長約3m)1杯 分 等

として持ち寄 った(表5参 照)。 また,シ カラバ ア ソ村か らは酒10壺 分,米10缶 分 の

ほかに,砂 糖(50kg入 り)1袋,薪250束 等 が運び込 まれ てきた。埋葬 ・忌み明け

の儀礼 において も,量 は多 くはなか ったがタバ ソが上記の3つ の村か ら届け られ てい

た(表6参 照)。

　 シプアヨ村は シカラボ ッ ト村 の移住者に よって創立 された こともあって,両 村 は協

表5　 タバソとしての食物等の調達(パ ギンパヤソ儀礼)*

ロソ グハ ウス

(村)名
酒(壺) 米 タ ピオ カ 発酵肉 その他

シカ ラボ ヅ ト

シプ ア ヨ

20 16byg

lindangan入 り飯

8バ ケ ツ

3bkt

Stnk

1壺

鰯 缶詰17個

(indanganの 飾 り)

シ カ ラノミア ン 10 10缶 0 0 砂 糖50kg

ビス ケ ッ ト3缶

タバ コ3カ ー トン

鰯 缶 詰40個

薪250束

奪単位については表3参 照

　　　　　　　　　表6　 タバンとしての食物等の調達(忌 み明けの儀礼)*

ロソグハウス

　 (村)名
酒(壷) 発酵肉 その他

シカ ラボ ッ ト S 1壷 イ ノシシ肉1頭 分

シプ ア ヨ 2 2tnk イノシシ肉1頭 分

シ カ ラノミア ソ 0 0

*単位 については表3参 照

540



上杉　　ボルネオ ・ムル ッ ト社会の葬礼に見られ る贈与交換 と社会関係

力 して食物や薪を運んできた。ただ し,後 述するように,両 村は別個に今回パギ ンパ

ヤソ儀礼を開催 したティナンドゥック村と相互扶助関係を結んでいた。

　タバソとして運ぼれてきた援助品は,ま ず主催者であるTarisanら が代表 として受

け取った。 しか し,主 催者 らが個人的にそれを消費 した り調理をして賓客側に提供す

る訳ではない。タバ ソは,主 催者や共催者の間で一度分配された上で,彼 らがそれぞ

れ別個に調理 して賓客側に提供 した。

　タバンとしての食物等は,主 催者らが中心 となって,テ ィナソドゥック村の3つ の

ロングハウスの間で,そ れぞれのロングハウスの家族数を考慮 しながら大まかに分配

した(表7参 照)。 ただし,儀 礼に参加 した主催者や共催者の家族に均等に行き渡る

ようにするため,米 や砂糖,缶 詰,薪 等のすべてのものが事前に慎重に計量ないし計

数され,記 録される。これはまた,後 述するように,タ バ ソはいずれその内 「返済」

しなけれぽならないからでもある。タ・ミソの分配を受けた各 ロングハウスでは,そ れ

をさらに家族ごとにほぼ均等に分配 していった。こうして,タ パンは,儀 礼へ主催者

ないし共催者として参加 した全家族へ均等に分配され,各 家族ごとに調理された上で

初めて賓客側に提供された。

　 さて,以 上のような経過を経て主催者側が調達した食物や嗜好品等を,主 催者 と共

催者,手 伝い,タ バンに分けて示したものが表8で ある(表8参 照)。

　今回の5日4晩 にわたるパギ ソバヤン儀礼全体では,酒 が107壷 分消費されている。

また,主 食として米約980kg,タ ピオカが・ミケツ(181入 り)約84杯 分,副 食として

牛1頭 と水牛5頭 分の肉,豚1頭 分の肉,発 酵肉一斗缶(181入 り)約70缶 分等が消

費された。その他,嗜 好品や菓子として,砂 糖約260kg,ビ スケットー斗缶34缶 分,

タバコ43カー トン等も消費された。

表7　 タバ ソとして調達 した食物等の分配*

シ カ ラ ボ ッ ト ・シプ ア ヨ村

か ら の食物
シカラバアン村からの食物

酒

(壷)

米

(缶)
タピオ カ 発酵肉

缶詰
(缶)
酒

(壷)

米

(缶)
砂糖

ビス

ケ ッ ト

(缶)

缶詰(缶)コー ヒー

(小 袋)

　タバ コ

(カ ー トン)

ロソグ

ハ ウスA
2 3 2バ ケツ

1bkt

2tnk 3 0 1 0 1 5 5 1

ロソグ

ハ ウスB
10 7 3バ ケツ

1bkt

1壷

1tnk

8 5 4 1袋

(aakg)

1 15 10 1

ロソグ

ハ ウスC
8 6 3バ ケツ

1bkt

2tnk 6 5 5 a 1 20 15 1

*単位については表3参 照
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表8　 主催者側における食物の調達*

酒(壷) 米 タ ピオ カ 発酵肉 砂糖 ビス ケ ッ ト タ ノミコ その他

主催者及び 72 79.5缶 17bkt 31缶 1袋 23缶 35カ ー トソ 牛1頭
共催者 32ノ ミケ ツ 22壺 22缶 M$29分 5袋(刻 み 水牛5頭

1gtg タバ コ) 豚1頭
M$30分

手伝い 5 1袋 3bkt 7缶 5缶 5缶 5カ ー トソ

26缶 21バ ケ ツ 18壷 4小 袋 M$5分 9袋(刻 み

1gtg 7tnk タバ コ)

1籐製かご

タ ノミン 30 10缶 3bkt 1壺 1袋 3缶 3カ ー トソ 薪250束
16byg 8ノ ミケ ツ 5tnk

1indangan

合計 107壷 約49袋 約84バ ケツ 約70缶 約13袋 約34缶 43カ ー トン

14袋(刻み

タバ コ)

*単位については表3参 照

　 ここで,さ らに酒や食物等の調達 の経路を,主 催者 や共催者,手 伝い等 に分けて検

討 してみたい。

　表8か ら明 らか な よ うに,儀 礼で消費 され た107壷 分 の酒の 内,72壷(67.3パ ーセ

ン ト)は 主催者や共 催者が調達 している。 これ に対 して,手 伝いが5壷(4 .7パ ーセ

ン ト)を 持ち寄 り,タ バ ソとして30壺(28.0パ ー セ ソ ト)が 調達 され てい る。

　米 について見 ると,消 費 した米(20kg入 り)約49袋 の 内,主 催者 と共催者が約32

袋(65.3パ ーセ ン ト),手 伝 いが約12袋(24.5パ ー セ ン ト)を 準備 し,タ バ ンとして

約5袋(10.2パ ー セ ン ト)が 調達 され ていた。 タ ピオ カでは,全 消費量・ミケツ84杯 分

の内,主 催者 と共催者 が49杯 分(58.3パ ー セ ソ ト),手 伝 いが24杯 分(28.6パ ーセ ソ

ト)を 賄い,11杯 分(13.1パ ーセ ソ ト)を タバ ソとして調達 している。 さらに発酵 肉

につ いてみ ると,主 催者 と共催者,手 伝いがそれぞれ46缶(65.7パ ー セ ソ ト)と22缶

(31.4パ ーセ ン ト)を 調達 し,残 りの2缶(2.9パ ー セソ ト)は タバ ソとして調達 され

ていた。

　以上を まとめ ると,主 催者側 で用意 した食物 や嗜好品 の多 くは主催者や共催者が個

別に調達 しているものの,手 伝いが持参 した り,タ バ ンとして調達 された もの も多 い

ことがわかる。特 に,米 や タピオカ,発 酵肉については,そ の3割 近 くは手伝いが持

参 した ものであった。 また,酒 や米,薪 な どもかな りの量が タパ ンとして調達 され て

い る。
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2)婚 資の調達

　主催者側における食物等 の調達 におけ るの と同 じように,賓 客側 におけ る壷や ドラ

等 の婚資 の調達 も,本 来 の客であ る招待客(ト ゥマキ ソ)だ けに よるものでは ない。

彼 らが誘 った同行客 も調達 に貢献 してい る。

　 パギ ンパ ヤソ儀礼 では,招 待客 のDalimposがAmbaalとErimの2人 の同行客 を

誘 って きていた こ とは既 に述べた(図4参 照)。 婚資 の調達 とい う観点か ら検討す る

と,Dalimpos自 身 は カライ(karai)壷 等 の3個 の壷 とグロック(gulok)ド ラ1個,

反 物 の布地1反(100m),250マ レーシア ・ドルの現金等を儀礼用に持参 していたf(表

9参 照)。 一方,彼 の 同行客 であ るAmbaa1は カ ライ壷1個,女 性 用腰巻 き3枚,25

マ レーシア ・ドル の現金等 を,Erimは カ ライ壺1個,女 性用腰巻 き2枚,30マ レー

シア ・ドルの現金等を持参 して儀礼に参加 していた。

　 また,招 待客のPopolongの 場 合には,彼 自身が持参 したのは衣類数枚 と100マ レー

シア ・ドル にす ぎなか ったが,彼 の同行客2人(SaminiとTaing)が 合 計3個 の壺

を持参 していた。

　 さて,以 上の ようなパギ ンパヤ ソ儀礼 におけ る賓客側 の壷や ドラ等 の調達を,本 来

の客 である招待客(ト ゥマキ ソ)と 同行客 に分けて まとめて示 したのが表9で ある(表

9参 照)。 また,表10で は,埋 葬及 び忌み明け の儀礼 におけ る同様 の資料を示 してあ

る(表10参 照)。

　 表9か らわか るよ うに,今 回のパ ギンパヤ ソ儀礼全体では,合 計40個 の 壺 と13個 の

ドラ,ll反 の布地,約3500マ レーシア ・ドルな どが,招 待客側か らの 「婚資」等 と し

て持ち寄 られている。 また,埋 葬及 び忌み明けの儀礼 では,合 計31個 の壺 と8個 の ド

ラ等 が持 ち寄 られ てい る。そ して,い ず れの場 合に も,ビ ヌクル(Binukul)壺 等 の

高価 な壺や ドラ,多 額 の現金等は主に,招 待客 としての トゥマキ ソ自らが持参 してい

ることがわか る。

　 これに対 して,同 行客は主催者側に贈与 された壺40個 の内,11個(27.5パ ー セ ソ ト)

を持 ち寄 っている。同様に,ド ラ13個 の 内 の4個(30.8パ ー セ ソ ト),ビ ーズ製飾 り

シシイ タ ソ(sisi'itan)58連 の 内の12連(20.7パ ー セ ン ト)等 も同行客が持参 してい

る。 しか しなが ら,壺 や ドラ等の主要 な婚資は,彼 ら同行客 の名前で主催者側 に贈与

されるわ けではない。 それ らはすべて,儀 礼 の最後に ロングハ ウスの回廊 中央部 に集

め られ,彼 らを誘 った招待客 の名前で主催者 に贈与 され る。
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表9　 賓客側における婚資の調達(パ ギンパヤソ儀礼)

名前 壷の種類と個数
ドラの種類と

　 個数
反物,衣 類

ビーズ飾 り

　 (連)

現金
(M$)

その他

Ampakat

　 Ongkoro

カ ライ2

カ ライ1

トゥソバ ガ1

　 　 0

反物1
　 0

3
0

Zoo
so
耳飾 り1,腕 時計1

Armhang

　 Ompohol　 S
auri

テ ノム1

　 0

　 　 0

トウ ンバ ガ1 茎
3

2

300
16
毛布1,耳 飾 り1,
貝製首飾 り1

Dalimpos

　 Ambaal

　 Erim

カライ1,テ ノム2

　 カ ライ1
　 カ ライ1

グ ロ ッ ク1

　　00

反物1,衣 類4　　
衣類3

　 衣類2

t

i

i

250
25
30

貝製首飾 り2,金 指輪
1

貝製首飾 り1
貝製首飾 り1

Kukumon カ ライ2,テ ノム1 0 反物1,衣 類15 3 230

Eson

　 Pangias
　 Panawari

　 Asin

カ ライ1

　 0

カ ライ1

カ ライ1

　 パ シ1

タ ソブ ナ ン1

　　 00

反物1,衣 類16
　　　?
　 衣類5
　 衣類1

孝
1

1

300
50

}器

腕時計1,金 耳飾 り
1,金 指輪1,毛 布
i

Angkawot

　 Balua

カ ライ1

テ ノ ム1

　 　 0

トゥ ンパ ガ1

　 衣類8
反物1,衣 類9

2 300 腕時計1

Aka]S.

　 Ukot

　 Rulina

カ ライ 玉

テ ノ ム1
　 0

0
0
0

衣類1
衣類i
　 O

1

1

1

110
?

Bokol テ ノ ム1 タ ヌ ブナ ン1 反物1 3 300 金耳飾 り2,金 指輪
2,貝 製首飾 り1

Angkasau

　 Urin

テ ノ ム1

テ ノ ム1

0

0
反物1,衣 類10　
衣類4

3
0

180

40
貝製首飾 り1,テ ープ
レコーダー1

貝製首飾 り1

Ahui

　 Ekok

　 Buntung

ビ ヌ クル1

　　00

0
0
0
;
?
;
?
写
?

銀貨製ベル ト1,金
指輪1

Umin

　 Salipang
　 Karim

　 Tanis

カライ1,テ ノム1

　　　00
　　　 0

0
0
0
0

衣類6
衣類3
衣類2
衣類7

1

1

1

1

;

写

貝製首飾 り1,金 耳
飾 り1

Akal　 K.

　 Ambalor

0
0

タ ンブナン1
　　 0

衣類3
衣類2 子

100

Abuh テ ノ ムi ・{シ1,グ ロック1 反物1,衣 類5 3 200 貝製首飾り1

Ukin

　 Ekok

カライ1,テ ノム1 グ ロ ッ ク1 衣類11 3 70 金 耳飾 り1,貝 製首
飾 り1

Elik

　 Ilap

テ ノム2 0 反物1 4 150 腕 時計1,金 耳飾 り
1

Unih

　 Amuau

カライ1,テ ノム1 グ ロ ック1 衣類ll 3 190

Samaan テ ノム2 0 反物1 2 ? 貝製首飾り1

John カライ3 0 衣類6 3 100 貝製首飾り1,腕時計1

Andua

　 Birin

0 グ ロ ック1 衣類5 3 100

Popolong

　 Samini

　 Taing

　 0

カ ライ2

テ ノ ム1

0
0
0

衣類10 a
a
O

1㌍

?

腕時計2

(Lindas) 一 一 一 一 一

(Himbulan) 『 一 一 一 一

(Andapa) 一 一 一 　 一

(Kawati} 一 一 一 一 一

合計 40 13 反物11,衣 類126
以上

58以 上 3631

以 上

金指輪5,金 耳飾 り
8,貝 製首飾 り12,
腕時計7等
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　　　　　　　　 表10賓 客側における婚資の調達(埋 葬と忌み明けの儀礼)

名前 壺の種類と個数 ドラの種類と個数
布地または
　 衣類

現金
(M$)

その他

Ampakat　 　　 '

Ongkoro

カ ライ4
　 一

ト ゥソバ ガ1
　 　 『

衣類10
一

0
　 艦

不参加

Armhang
Ompohol
Sauri
Kawati

テ ノム1

　 =

ト ゥソノミガ1

　 　 =

衣類16

=

30

一

貝製首飾り1
不参加
不参加

Dalimpos
Ambaal
Erim

カライ1,テ ノム2

　 (カ ライ1)
　 　 　 『

バシ1

=

衣類5

=

〇

一

腕時計1,金 指輪1
不参加
不参加

Kukumon テ ノム2 0 衣類4 20

Eson
Pngias
Panawari
Asin

カライ3>テ ノム1

　　　=
　 　 　 一

パシ1

=
『

ヱ

=

1

=
不参加
不参加
不参加

Angkawot
Balua

カ ライ1,テ ノム1

　 カ ライ1

タソブナ ン1
　　 0

衣類9
衣類3 ㍗

Akal　 S.

Ukot

Ruling

1
一

バ シ1

=

衣類2

=

30

一
不参加
不参加

Bokol カ ライ1 パ シ1 衣類10 0 貝製首飾 り2,金 指輪2

Angkasau
Urin = = = = 不参加

不参加

Ahui
Ekok
Buntung

テノム1

　 =

〇

一

1
一

1
一
不参加
不参加

Umin
Salipang
Kasim
Tanis

カ ラ イ1

　 ?

カ ライ1

カ ライ1

;
0
0

衣類1衣類
1

衣類1
衣類1

20
0
0
0

Akal　 K.

Ambalor

カ ライ1
　 一

0 衣類2
一 1 不参加

Abuh カライ2,テ ィハ1 0 衣類3 0 途中で帰宅

Ukin
Ekok

ビナ ラ ユ ンガ ン1 0 衣類2 10

Elik
Ilap

? 0 衣類2 10

Unih
Amuau

テ ノム1 0 衣類7 0 貝製首飾り1

Sama'an 一 一 一 一 不参加

John 一 一 (衣類2) } 不参加

Andua
Birin

テ ノ ム1 0 衣類1 0

Popolong
Samini
Taing

0

一

0

『

衣類2

=

30

一
不参加
不参加

Himbulan 0 トゥンパ ガ1 0 0

(Lindas) 一 『 一 一

(Andapa) 一 一 一 一
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6.婚 資 と食物の分配

1)婚 資の分配

　既 に述べた よ うに,婚 資を受け取 った主催者側 のTarisanは,そ れ らをまず主催者

と共催者の間で分配 した。分配 を受けた主催者や共催者は,さ らにそれを各 自の手伝

いに分配 した。 パギ ソバ ヤソ儀礼 におけ る,分 配 の最終的な結果 を示 した ものが表11

で ある(表ll参 照)。

　儀礼の主催者や共催者たちは,少 な くとも数個 の壺や ドラ,反 物,ビ ーズ製 の飾 り

等 を受け取 ってお り,全 体 として彼 らはほぼ平均 して分配に与 っているといえよ う。

手伝 いについて見 るな らば,主 催者Tarisanの 手 伝 いであ るAbiやAndua,　 Ensuら

は それぞれ,壺 や ドラを1つ ず つ分配 されてい る。 同様 に,主 催者Talimohの 手 伝

いであるAngawaiやAngkausも 壺 や ドラを1つ ずつ受 け取 っている。 また,共 催者

Angkuyungの 手 伝 いであ るAmpalusやAndahang,　 Rimih,　Aguranら も,壺 や ドラの

分配 を受けている。それ以外の手伝 いは,一 見すると,婚 資の分配には与 っていない

ように思われ る。 しか し,共 催者 たちは提供 した食物 に対 して現金 での返礼を受け取

っていた ので,そ こか ら各 自の手伝いにい くらかの現金を手渡 していた27)0従 っ て,

パ ギ ソバ ヤソ儀 礼において主催者側 として参加 したすべての者が,何 らかの 「婚資」

の分配を受けていた とい うことができよ う。

2)食 物の分配

　主催者側から賓客側に 「引き出物」 として贈与された食物は米が3袋 と9缶,及 び

籐製かご1杯 分(合 計約130kg),発 酵肉が1缶 と大壺1,小 壺1個 分,牛 の肉が半

頭分,砂 糖が2袋(約40kg),ビ スケットが3缶 分等であった。

　賓客側では,「引 き出物」を招待客の間でほぼ均等に分配 した28)0米や砂糖,発 酵

肉などについては,ま ずすべてを袋や壺等の入れ物か ら取 り出してござの上に広げ,

衆人環視のもとで均等に分配していった。また牛肉等に関 しても,各 部の肉を細か く

切 り刻んだ上で,各 自にすべての部位の肉が等しく行き渡るような配慮がなされてい

た。

　以上のような分配の結果,招 待客の一人であるDalimposは 米を3ガ ンタソ(約14

1),発 酵肉を約8キ ログラム,牛 の生肉を約6キ ログラム,砂 糖を1ガ ソタソ(4.51),
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　　　　　　　　　　　　　　表11主 催者側における婚資の分配

名前
壺 ドラ

反物
ビーズ製飾 り

　　(連)個数 種類 個数 種類

Ambikin 1 カ ライ 1 ノミシ 1 0

Parisa 2 カ ラ イ,テ ノ ム 1 グ ロ ッ ク 1 3

Tarisan

Abi

Andua

Ensu

Silin

2

i

i

i

2

カ ライ,テ ノ ム

　 カ ライ

　 カ ライ

　 カ ライ

カ ライ,テ ノ ム

i

1

1

1

0

　 ノミシ

グ ロ ッ ク

グ ロ ッ ク

　 ノミシ
　 ー

1

0

0

0
0

3

0

0

3

0

Talimoh

Angawai

Angkaus

3
1

1

　 カ ライ3
　 　 一
　 　ア ノ ム

ビナ ラ ユ ソ ガ ソ

1

1

i

トゥンバ ガ

トゥソバ ガ

　 ノミシ

1

1

1

3

3

3

Raikul 2 カ ライ2 1 トゥソバ ガ 1 3

Aping 1 カ ラ イ 1 グ ロ ッ ク 0 0

Baalon 3 ピナ ラユ ソガ ソ,

カ ライ,テ ノ ム

1 ノミシ 1 3

Ambalor z カ ラ イ,テ ノ ム 1 グ ロ ッ ク 0 3

Mansang i
一

ア ノ ム 1 トウ ンバ ガ i 3

Buntung 2 ビナ ラユ ンゴ ソ,

　 マ ン クオ ム

1 ノミシ 1 3

Antony 1 カ ラ イ 1 グ ロ ッ ク 0 3

Angkuyung

Ampalus

Andahang

Rimih

Aguran

1

1

1

2

0

一

ア ノ ム

カ ライ

テ ノ ム

カ ライ2
　 一

0

1

0

0
1

　 一

グ ロ ッ ク

　 =

　ノミシ

0

0

0

0

0

3

3

3

3

0

Angkapuk 2 カ ラ イ1,テ ノ ム1 1 グ ロ ッ ク 0 3

Manggas 1
一

ア ノム 0 一 0 0

Misin 1 カ ライ 1 グ ロ ッ ク 0 3

Tanis i カ ライ 0 一 0 0

Erik 1 カ ライ 0 一 0・ 0

Elly 1
山
ア ノ ム 0 一 0 0

ビス ケッ トを大皿1枚 分受け取 った。

　招待客 は,受 け取 った食物 を さらに各 自が 同行 した客 に分配 した。上記 のDalim-

posの 場 合,彼 はAmbaalとErimの2人 の同行客を誘 って きていたので,彼 らに対

してそれ ぞれ米約0.5ガ ンタ ソ(約2.31),発 酵 肉約1キ ログラム,牛 の生肉約1キ ロ
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グラム,砂 糖小皿1盛 り,ビ スケット小皿1盛 りを分配 した。 このようにきわめて少

量ではあるが,す べての招待客 とその同行客に何らかの食物の分配がなされた。

7.贈 与交換関係の連鎖

　以下では,埋 葬,忌 み明けの儀礼及びパギソバヤソ儀礼に参加 した人 々の社会関係

を,親 族関係と贈与交換関係から検討する。まず,主 催者側 と賓客側に分けて参加者

の間の関係を個別に検討 し,次 に両者を比較対照 して検討することでムルット社会の

社会関係の特徴を明らかにする。

1)儀 礼参加者の系譜関係

　①主催者側

　 a.主 催者 と共催者

　主催者側の参加者は,儀 礼におけ る役割か ら,主 催者 と共催者,及 び彼 らの手伝い

に分け られ ることは既 に述べた。

　主催者は故Anguyungの3人 の息子たち,年 長順にTarisan,　 Talimoh,　 Raikulで あ

った。 故人 の妻Ambilusも も ちろん儀 礼に参加 していたが,賓 客 を 自らもてなす こ

ともな く,儀 礼中に繰 り返 された贈与交換において主導的役割 を果 たす こともなか っ

た。主催者 として埋葬や儀礼を主導 していたのは,年 老 いた故人 を生前扶養 していた

Tarisanで あ った。故人 とTarisanは ロ ングハ ウスBの 同 じ個室 を共有 し,食 事 もと

もに とっていた。Tarisanの 弟 たちであ るTalimohとRaikulは,　 Tarisanと 同 じロソ

グハ ウスBに 住んでいたが,そ れぞれ別 の個室を持 ち食事 も別に とっていた。

　 Tarisanの2人 の息子 たちは未婚 で,父Tarisanと 同 じ個室 を共有 していた。未婚

のものが儀礼の共催者 とな ることはまれであるが,今 回のパギ ソバヤン儀 礼では,父

Tarisanの 意 向で共催者 として儀礼に参加 した29)0

　 と ころで,共 催者 のAmbikinとParisaは テ ィナ ソ ドゥック村 の ロソグ・・ウスAに

住 んでい る。主催 者た ち とは別 の ロングハ ウスに住 むが,Ambikinは 故Anguyung

の 兄 弟,Parisaは 故 人の父方 イ トコの子 であって,系 譜上 は極めて近い関係に ある(図

3参 照)。 ムル ッ ト社会では,父 系親族が同一 の ロソグハ ウスに住む傾向にある 【上杉

1991a参 照 】。従 って,　AmbikinとParisaの 両 名 も本来な らぽ主催者 たち と同 じロン

グハ ウスに住んでいるはずであ る。両者 が別の ロングハ ウスに住んでいたのは,彼 ら

がイス ラム教に改宗 していたため と思われ る。
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　共催者 であるBaalon,　 Ambalor,　 Ampungit,　 Apingら は,主 催者 と同 じロング・・ウ

スBに 住む。彼 らは,主 催者たち とは血縁 関係 にはな く(図3参 照),も と もとは他

の ロソグハ ウスに住んでいた とい う。 しか し,森 林伐採業者が補償の一環 としてテ ィ

ナ ン ドゥック村に ロングハ ウスを建設す ることになったため,辺 鄙なかつての ロソグ

ハ ウスを捨 てて ,彼 らの女性親族 であ るAmbilusの 嫁 ぎ先 のテ ィナ ソ ドゥック村 に

移住 して きた とい う。

　儀礼 に共催者 として参加 した ロングハ ウスCの 住人 たち も,近 年他所か らテ ィナ

ソ ドゥック村 に移住 して きた集団であ る。彼 らは,親 族関係 とい う観点か ら見 る と,

大 きく4つ の系統 に分け られ る(図3参 照)。 その内の3つ の集団 は,系 譜関係 は明

確 でないが,2～3世 代前 までは イ トコ(pahaka'antukir　 ra　matuo)関 係 にあった

と考>xら れている。

　以上,主 催者 と共催者 の親族関係 を検討 したが,彼 らは同一 の ロソグハ ウスない し

村 に住む,父 系親族を 中心 とした地域集団 とい うことがで きよう。 ムル ッ ト社会では

父方居住婚が優先 され るため,あ る特定の ロングハ ウスの住 人 も父系親族関係にあ る

ことが多い 【上杉 　 1991a;H想Rls　 l9901。 彼 らは,今 回のパギ ソバヤ ソ儀礼 で見 ら

れ た ように,婚 資や食物等 の調達や分配 において相互 に協力 しあ う。ただ し,テ ィナ

ソ ドゥック村の場 合には,複 数の ロソグハ ウス成員が融合 しているので,父 系の親族

関係ばか りでな く,同 一 の村に居住す る とい う居住関係が相互協 力の重要な要因 とな

っている と言え よ う。

　b.主 催者 ・共催者 と手伝い

　 まず,主 催者 と手伝 いの関係を検討 してみたい。

　主催者 であるTarisanの 場 合には,5家 族が手伝い として儀礼 に参加 して いた。そ

の 内 の3家 族 は 妻方親 族 で あ る(図5参 照)。 す なわ ち,彼 の手 伝 いのLangisと

Kinawaは そ れぞれ妻 の父 と妻の兄弟であ る。手伝いのLangisは,彼 自身 もAmbaal

を 手 伝 い と して 同行 していたが,Ambaa1はLangisの 妻 の兄 弟であ る。一方,手 伝

い のAnduaとAbiは,　 Tarisanの 姉 妹 の息子た ちであ る。彼 らはテ ィナ ソ ドゥック

村の近 くに住み,彼 らの両親が儀礼に参加す ることもあって手伝いにや って きていた。

　主催 者であ るTalimohの 場 合 には,妻 方 の親 族のみが手伝 い としてや って きて い

た(図6参 照)。Tirikは 妻 の 兄 弟,　 Musaは 妻 の 兄 弟 の 子 で あ る 。Angawaiと

Basidirは 妻 の母 のイ トコとその子であ る。彼 らは,　Talimohの 直 接 の手 伝いでは な

く,Sikinが 誘 って きた彼女 の手伝いである。
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図6　 主催者(Talimoh)と その手伝い 図7　 主催者(Raiku1)と その手伝い

　主催者Raikulの 手伝 いは3家 族で,す べて妻方 の近親であ った(図7参 照)。 彼 ら

は,妻 の両親 と,妻 の2組 の兄弟夫婦であ った。

　次に,共 催者 と手伝 いの系譜関係を見てみたい。

　共催者ApingやMansang,　 Ampalus,　 Angkuyungの 手伝 いは,妻 の兄弟夫婦のみで

あ った(図8,図11,図14,図15参 照)。 また,Buntungの 場 合には妻の兄弟 自体は

手伝いに来 ていなか ったが,そ の代わ りに妻 の兄弟の息子夫婦が来ていた(図12参 照)。

Baalonの 場 合 には,手 伝いは妻の両親 と妻の兄弟た ちの夫婦 であ った(図9参 照)。

これ らの複 合形 態 と して,Rimihの 手 伝 い の事例 が 挙げ られ よ う(図16参 照)。

Rimihの 場合 には,妻 の両親 と兄弟,妻 の兄弟の息子夫婦が手伝 いに来ていた。

　一方,共 催者 のAmbalorの 場 合には,手 伝 いは同居 してい る息子Tanis夫 婦 のみ

であ った(図10参 照)。 この場合 には手伝 い と言 うよ りも,む しろ親子の協同 と言 っ

た方が良いのか も知れ ない。 しか し,正 式な儀 礼参加者はあ くまでAmbalorで あ っ

て,息 子夫婦 はその手伝 いに徹 していた。 こ うした意味 で,Ambalorの 息 子夫 婦は
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図8　 共催者(Aping)と その手伝い

図9　 共催老(Baalon)と その手伝い

図10共 催者(Ambalor)と そ の 手 伝 い

図11共 催 者(Mansang)と そ の手 伝 い

図12共 催 者(Buntung)と そ の手 伝 い

図13共 催 者(Andahang)と そ の手 伝 い

図14共 催 者(Ampalus)と そ の手 伝 い

図15共 催 者(Angkuyung)と そ の手 伝 い

図16共 催者(Rimih)と その手伝い
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あくまでも手伝いとい うべきであろ う。この事例 とよく似ているのがAndahangの

場合で,息子夫婦 と息子の妻の姉妹が協同して調理や接待にあたっていた(図13参 照)。

　以上,主 催者と手伝い,共 催老と手伝いとの親族関係を個別に検討 してきたが,要

するに,手 伝いは妻方の父系親族を主体とするということができる。手伝いがさらに

自分の手伝いを同行ないし誘って来る場合にも,基 本的な系譜関係はこれとまった く

同じで,後 者は前者の妻方の父系親族である。

②賓客側

　埋葬や忌み明けの儀礼,パ ギソバヤソ儀礼における客は,主 催者や共催者から招か

れた招待客と,彼 らが誘ってきた同行客,及 び援助物資であるタバ ソを持ち寄った客

に分けられることは既に述べた。以下,主 催者 ・共催者と招待客,招 待客と同行客,

そして主催者 ・共催者 とタバンを持ち寄った者 との系譜関係をそれぞれ別個に検討し

てみたい。

　a.主 催者 ・共催者 と招待客

　既 に示 した よ うに,今 回 のパギ ンパヤ ン儀礼では,主 催者 と共催者 がそれ ぞれ個別

に客を招待 していた。招待客は,主 催者側か ら しぽ しぼ トゥマキ ソ(tumakin)と 呼

ばれた り言及 された りす る。

　 トゥマキ ソが 「娘の夫」 のほかに,広 義には 「姉妹 の夫」や 「イ トコの夫」等,ロ

ングハ ウス居住集団の ようなある特定の社会集団の女性 と結婚 した男性を指示す る こ

とは既に述べた。

　 さて,招 待客 のAmihang,　 Eson,　Bokol,　Ampakat,　 Dalimposは,当 パギ ソバヤ ン儀

礼 の対象で あった故Anguyungの 娘 の夫,す なわ ち狭義 の トゥマキ ンで ある(図17

参 照)。 また,Abuh,　 Unih,　Angkasauは,主 催者 であるTarisanな い しTalimohの 娘

の夫(狭 義 の トゥマキ ン)で ある。 イス ラム教徒 のLindasは,今 回のパギ ンパヤ ン

儀 礼がイ スラム教 の断食行事 に重 な ったため参 加 しなか ったが,故Anguyungの 兄

弟の娘 の夫(広 義 の トゥマキ ン)で ある。

　一方,招 待客の内,KukumonやAngkawot,　 Akal　S.,　Ukin,　 Popolong,　 Andapaら

は,故 人や主催者 の娘 の夫(狭 義の トゥマキ ソ)で はない。 しか し,彼 らはすべて共

催者 の娘 の夫であ って,故 人ない し儀礼主催 者の広義 の トゥマキ ンに含 まれ る30)0

　 この ように,パ ギ γパヤ ン儀礼の招待客は,主 催者や共催者等の娘の夫 ない し姉妹

の夫(広 義 の トゥマキ ン)と い うことがで きる。
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　 b.招 待客 と同行客

　主催者 や共催者 に招待 され た招待客たちは,既 に触れた よ うに,ふ つ うは さらにそ

れぞれが同行客を伴 って儀礼 に参加す る。

　招待客 であるAmihangの 場 合 を見 てみ る と,彼 は娘 の夫 と父の姉妹の娘 の夫を 同

行 してい る(図18参 照)。 この場合,同 行客 はAmihangの 広 義 の トゥマキ ソ とい う

ことにな る。 また,Esonの 場 合 には,　Boko,　 Juan,　Asin,　Panawariの 家 族を同行 して

いるが,彼 らはEsonの 「姉妹 の夫」 であ って,や は り広義の トゥマキ ソとい うこ と

が で き る(図19参 照)。 同 様 に一,Ampakat(図20参 照),Dalimpos(図21参 照),

Angkasau(図23参 照),　Akal　S.(図25参 照),　Akal　K.(図27参 照),　Umin(図29参 照),

Ahui(図31参 照)ら も,彼 らの娘 の夫や姉妹 の夫等 の広義 の トゥマキ ンを客 と して同

行 してきてい る。

　 これに対 して,招 待客 のUnih(図22参 照)やAngkawot(図24参 照),　 Ukin(図26

参 照),Abuh(図28参 照),　Andua(図30参 照)ら は,ト ゥマキ ソではな く,彼 らの親

や息子 らの近親を同行 して儀礼に参加 していた。

　 以上,要 す るに,パ ギ ンパヤン儀礼 で招待客が同行 した客(同 行客)は,娘 の夫 や

姉妹 の夫た ち とい う,招 待客の トゥマキ ン(広 義)を 中心 としてい ると特徴付 ける こ

図18　 招待客(Amihang)と そ の同行客

図19　 招待客(Eson)と そ の同行客
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図20　 招待客(Ampakat)と その同行客

図21招 待 客(Dalimpos)と そ の 同行 客

図22招 待客(Unih)と その同行客 図23招 待 客(Angkasau)と そ の同 行 客

図24招 待客(Angkawot)と その同

　　　行客

図25　 招待 客(Akal　 S.)と そ の 同 行 客
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図26　 招待客(Ukin)と そ の同行客 図27　 招 待 客(Akal　 K.)と そ の 同 行客

図28　 招待客(Abuh)と その同行客 図29招 待客(Umin)と その同行客

図30　 招待客(Andua)と その同行客 図31　 招待客(Ahui)と その同行客

とがで きよう。

2)相 互扶助関係

　忌み明けの儀礼やパギ ンパヤ ン儀 礼には,タ パ ンと称す る食物や薪等の援助物 資を

届ける人hが 客 として参加 していた。今回のパ ギソバヤ ン儀礼においては,シ プアヨ

村 とシカラボ ッ ト村,シ カラバ アソ村の3つ の村か らタバ ソが届け られた。 シプアヨ

村 とシカラボ ッ ト村 はテ ィナ ソ ドゥック村 の下流にあ り,ボ ー トを使 って約10～20分

ほ どの比較的近い所 にある。一方,シ カラバ アン村 はやや遠方に位置す る。

　 タバ ンに よる村落間ない しロソグハウス間の相互扶助は,等 価の贈与交換 の原則 に
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基づいている。

　 シカラボ ッ ト村 の代表者に よると,今 回テ ィナ ソ ドゥック村ヘ タバ ソを届けたのは,

以 前彼 らがテ ィナ ソ ドゥック村か ら受 け取 った タバ ソに対す る 「お返 し」 だとい う。

シカラボ ッ ト村では,か つて1983年 に パギ ソバヤ ソ儀 礼を開催 した。その時,テ ィナ

ソ ドゥック村 か ら同村へ,2壺 分 の酒 と竹筒製容器(tungku)2本 分 の発酵 肉,半

頭 分の豚 肉等が タバ ンとして届け られ た。 そこで,7年 後 の1990年 に テ ィナ ン ドゥッ

ク村でパギソバヤ ン儀礼 が開催 されるのを聞き及び,自 主的 にタパ ンを持 ち寄 った と

い うのである。

　 シプア ヨ村について も同様に,今 回のタバ ンの持参は以前提供 されたそれへ の 「お

返 し」 であった。 同村 では1984年 に パギ ンパヤ ソ儀礼が開催 された ことがあ り,そ の

際,同 村は4缶 分 の米 とバ ケツ10杯 分 のタ ピオカ,鰯 の缶詰50個,竹 筒製 容器5本 分

の発酵 肉,ホ エ ジカ1頭,10壺 分 の酒をテ ィナ ソ ドゥック村か ら提供 して もらった と

い う。 これに対 して,シ プア ヨ村は,今 回のパギ ンパヤ ソ儀礼 でシカラボ ット村 と協

力 して酒や米,タ ピオカ等を持ち寄 ってお返 しを した。

　一方,シ カラバア ソ村か らの タバ ソは,過 去の タバ ンに対す る 「お返 し」ではない。

テ ィナ ン ドゥック村 の村長 に よると,彼 らはかつ て1983年 に タバ ソを シカラバ ア ソ村

に提供 した とい う。 しか し,こ れに対 しては,1985年 に既 に 「返済」が済んでいる と

い う。今 回の タバ ソの持 ち込みは,シ カ ラバ ア ソ村の村び とのまった く自発的 な援助

であった。 しか し,こ れ は同時に新 たな相互扶助関係の開始 を意味 してい る。 とい う

の も,テ ィナ ソ ドゥック村は,シ カラバ ア ソ村 で開催 され る同種 の儀礼(パ ギ ソバヤ

ソ儀礼)に おいて,い ずれは 「負債」 を返済 しなければな らないか らであ る。「債権

者 」であった ティナ ソ ドゥック村は今や逆 に,シ カラバ アン村 に対 して 「負債」 を負

った ことになる。

　 タバ ンを 「返済」す る場合 には,パ ギ ンパヤ ソ儀礼におけるタバ ソに対 してはパギ

ンパヤ ン儀礼におけ るそれ で反対給 付を行 うとい うよ うに,原 則 として同種 の儀礼 に

おいて行 うのがふつ うである。 このため,シ カ ラボ ッ ト村や シプア ヨ村の例に見 られ

た ように,当 初の贈与(タ バ ン)に 対 する反対給付が6年 ない し7年 後 とい うよ うに

数年後 になることもまれ ではない。贈与 を受け てか らお返 しをす るまでの間,贈 与を

受けた村 ない しロングハ ウスは贈与を した村 に対 して 「負債」 を負 うことになる。従

って,タ バ ンと しての援助品 目や数量は通常,村 の書記係 り等 によって記録 されてい

る。そ して,同 種の儀礼が負債を負 っている村 ない しロソグハ ウスで開催 され る場合

には,負 債 のあ る村 は要請が な くとも援助 に出向 くのが一般的 であ る。テ ィナ ン ドゥ
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ック村で開催された今回のパギソバヤソ儀礼においても,シ カラボット村とシプアヨ

村の両村は,過 去の負債に基づきつつ自発的にタバ ンを持ち寄 った。もちろん,過 去

の負債関係に基づいて,儀 礼の主催者側が負債を負っている村(ロ ソグハウス)に 「返

済」を要求することもある。

　以上,見 た ように,今 回のパギソバヤソ儀礼における他村からの援助物資の持ち込

みは,村 落(ロ ソグハウス)間 の等価の贈与交換に基づ くものである。 この種の村落

(ロソグハウス)間 での相互扶助は,パ ギンパヤン儀礼のような葬礼における物資の

援助だけではない。 ロングハウスの新築や水道施設の整備等における,等 価の労働力

交換としてもムルット社会に広 く認められる。また,村 落(ロ ソグハウス)間 で頻繁

に行われている,キ キアット(kikiat;「 遊び」)な い しイ トール ・イ トール(itor-

itor;「 運び込み」)と 称される,親 睦をはかるための祭宴をともなった果物や肉,

魚等の持ち込みないし大量消費にも,同 様の等価の贈与交換の原則が認められる31)0

　タバ ンの贈与交換のような相互扶助は,同 一の河川流域沿いの近接 した村(ロ ング

ハウス)の 間で行われることが多い。そ うした村ないしロソグハウスの間には母村 と

子村 という移住関係や,近 しい親族(血 族)関 係が認められる傾向がある。しか し,

必ず しもそ うした関係があるわけではないし,ま たそれがこの種の相互扶助関係の開

始に必要とい うわけでもない。実際,今 回のパギソバヤン儀礼を開催したティナソド

ゥック村と,タ バソを持参 したシプアヨ村やシカラボヅト村,シ カラバアγ村の村人

の間には婚姻関係はあるものの,明 瞭な移住ないし親族関係はない。儀礼参加者たち

も,そ うした移住関係や親族関係の存在を相互扶助の理由としてことさらに挙げるも

のもなかった。要するに,村 落(ロ ソグハウス)間 のタバソによる相互扶助は,等 価

の贈与交換に基づいた社会関係とみなされるべ きものである。

3)儀 礼における社会関係のモデル

　以上,テ ィナンドゥック村で1990年 に開催されたパギソバヤソ儀礼を例 として,ム

ルット社会における儀礼の参加者の間に見られる贈与交換関係や社会関係を検討 して

きた。

　儀礼の参加者たちは,儀 礼における役割とい う点から,主 催者側においては主催者

一共催者一手伝いに分けられた。また,賓 客側においては,招 待客一同行客,及 びタ

バンを持ち寄った村の者に分けられた。

　 これに対 して,親 族関係の検討からは,主 催者側においては,主 催者と共催者の間

に同一の村(ロ ソグハウス)に 居住する父(男)系 親族関係が見られた。また,主 催
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者 ・共催者と手伝い,ま たは手伝いとその手伝いの問には,妻 の両親 と娘の夫ないし

妻の兄弟と姉妹の夫 とい う姻戚関係の連鎖が見られた。一方,賓 客側においては,招

待客と同行客,ま たは同行客とその同行客の間に,妻 の両親と娘の夫ない し妻の兄弟

と姉妹の夫という姻戚関係の連鎖が見 られた。このような連鎖関係を示 したものが,

図32と 図33の,葬 礼(パ ギソバヤソ儀礼)に おける社会関係のモデルである(図32,

図33参 照)。

　図32の 右半分には,主 催者側の主催者一共催者一手伝いの連鎖を示 してある。また,

左半分には,賓 客側の招待客一同行客の連鎖と,タ バソを持ち寄 った村を示してある。

図33には,図32に 対応させた親族関係の一般的なモデルを示 してある。すなわち,主

催者側の主催者と共催者の間には兄弟関係が,主 催者 ・共催者と手伝いの間には姉妹

の夫 と妻の兄弟という関係が対応 している。一方,賓 客側の招待客と同行客,同 行客

とその同行客の間には妻の兄弟と姉妹の夫 とい う関係が対応 している。

　図32と図33に はまた,婚 資と食物の贈与交換関係ないし 「流れ」も示 してある。儀

礼全体 としては,婚 資が受妻者(wife-taker)と しての賓客側から,与 妻者(wife-

giver)と しての主催者側へ と贈与されている。一方,食 物は,与 妻者(主 催者)側

から受妻者側(賓 客側)へ とまった く逆の方向に流れている。

　儀礼参加者の中核部分では,与 妻者 としての主催者に対 して受妻者としての招待客

が婚資を贈与 している。 ところが,賓 客側の内部の構造を詳 しく見てみると,招 待客

は同行客に対 しては与妻者として婚資を受け取る側になっている。また,一 部の同行

客はさらに,彼 らが誘 った同行客に対 して与妻者として婚資を受け取っている。

　主催者側では,賓 客側 とはまった く逆の構造が見られる。すなわち,儀 礼参加者の

中核部分では,主 催者は与妻者として賓客側から婚資を受け取っている。 ところが,

主催者側の内部の構造をさらに詳 しく見てみると,主 催者や共催者は彼らの手伝いに

対 しては,受 妻者として婚資を分配(贈 与)し なければならない立場にある。一部の

手伝いはさらに,彼 らの手伝いに対して受妻者 として婚資を分配(贈 与)し ている。

　一方,食 物について見てみると,儀 礼参加者の中核部分では,与 妻者としての主催

者側から受妻者としての賓客側に食物は贈与 されている。そして,婚 資の流れに見た

のとはまったく逆方向に,儀 礼の参加者全体において,主 催者(与 妻者)側 か ら賓客

(受妻者)側 への食物の流れが連鎖状に連なっている。

　葬礼の参加者に見られる社会関係を,そ の構造から見るならば,賓 客側における与

妻者と受妻者の間の贈与交換関係の構造 と,主 催者側におけるそれとはまったく同 じ

だが逆さまになっていることがわかろう。 しか しながら,婚 資や食物の贈与交換関係
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図32葬 礼における贈与交換モデル(1)

図33葬 礼における贈与交換モデル(2)
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自体は儀礼全体を通 して整合性が見られ,常に受妻者から与妻者へと婚資が贈与され,

与妻者から受妻者へと食物が贈与されている。また,賓 客側と主催者側双方において

婚資と食物の贈与交換関係の連鎖が見られ,そ れに基づいて婚資 と食物が不可逆的に

反対方向に流れることによって儀礼が成立 している。

　筆者はかつて,ム ル ット社会における最終段階の婚資贈与儀礼であるティナウ

(tinau)儀 礼における婚資 と食物の贈与交換を分析 して,そ こに見られる社会関係の

モデルを提出 した(図34参 照)匡上杉　1991a】。今回提示 したパギ ソバヤソ儀礼にお

ける社会関係のモデルは,構 造的な点では,婚 姻儀礼における社会関係のモデルと基

本的に一致す る。すなわち,儀 礼の参加者はともに,'与妻者と受妻者 との間の食物と

婚資の不可逆的な贈与交換関係の連鎖に基づいて構造付けられているのである。

　 しか し,葬 礼 と婚姻儀礼の参加者の間に見られる社会関係には,以 下の点で差が見

られる。

　まず第一に,婚 姻儀礼においては,賓 客側は新郎 とその親ないし兄弟が主賓とな り,

彼らと同一のロソグハウスに住む,兄 弟や父方の親族たちが陪賓 となって儀礼に参加

していた。これに対 して,葬 礼では,招 待客と同一のロングハウスに住む父(男)系

親族が参加することは通常ない。つまり,婚 姻儀礼においては,受 妻者側親族が しば

しぽロソグハウス単位で儀礼に参加するのに対 して,葬 礼においては,招 待客は主催

者ないし共催者の娘の夫ないし姉妹の夫(ト ゥマキン)の 家族 として家族単位で儀礼

に参加しているのである。

　 より重要な相違は,葬 礼においては,婚 姻儀礼では見られなかった,村 落(ロ ソグ

ハウス)間 の等価の贈与交換関係に基づ く相互扶助(タ バソの贈与)が 見られるとい

図34婚 礼における贈与交換モデル(1)
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図35　 婚礼における贈与交換モデル(2)

うことである。こうした村落(ロ ソグハウス)間 の贈与交換ないし相互扶助関係は葬

礼のような祭宴の場で結ぽれ,長 期間にわたって維持されることが多い。また,親 族

関係の有無や近隣 ・遠方にかかわらず,村 や ロソグハウス,さ らには 「森林伐採会社」

等のさまざまな 「集団」と,任 意に関係を結ぶことができるとい う点で,ム ルット社

会においてきわめて重要な社会組織 ・構造原理 となっている32)0

お　わ　 り　 に

　本稿では,タ ガル ・ムル ット社会における,埋 葬や忌み明けの儀礼,パ ギソバヤソ

儀礼等の葬礼の手順を実例に基づいて記述 してきた。その上で,こ れらの儀礼に見ら

れる労働力や婚資,食 物の調達と贈与交換,分 配の分析を通 して,ム ル ット社会にお

ける社会関係ないし構造の特徴を明らかにしてきた。その結果,以 下の諸点が明らか

になった と言えよう。

　 まず第一に,埋 葬や忌み明けの儀礼,パ ギソバヤソ儀礼等の儀礼においても,婚 姻

儀礼等に見られる受妻者 と与妻者との間の婚資 と食物の贈与交換関係が首尾一貫 して

見られることが明らかとなった。受妻者である娘の夫ないし姉妹の夫たちは,与 妻者

である妻の親ない し妻の兄弟が亡 くなると参集 して遺体の埋葬や墓の造営を行 う。そ

れと同時に,受 妻者側は壷や ドラ等の威信財を最後の 「婚資」として与妻者側に贈与

する。このようなサーヴィスや贈与に対して,与 妻者側は祭宴を催 し酒食を提供する。

　葬礼における婚資と食物の調達においては,婚 姻儀礼におけるのと同様に,婚 資と

食物の贈与交換関係の連鎖が利用されていた。すなわち,主 催者側では与妻者である

妻方親族から食物が調達され,一 方,賓 客側では受妻者である娘の夫ないし姉妹の夫
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等から婚資が調達されていたのである。

　また,葬 礼等の祭宴には,村 落(ロ ソグハウス)間 の等価の贈与交換に基づ く相互

扶助関係が存在することが明らかとなった。 この種の関係は,姻 族関係の連鎖である

婚資 と食物の贈与交換 とはまった く異なった原理に基づいてお り,ム ル ット社会に親

族関係を越えた広範なネットワークを形成する契機を提供している。

　以上に示 した姻族間の婚資 と食物の不可逆的な贈与交換の連鎖と,ロ ングハウス(村

落)と い う居住集団間の等価の贈与交換関係によって構造付けられたムルット社会の

モデルは,ボ ルネオのイバ ン社会 で提示 された 「キ ンドレッ ド・モデル」【Cf.

FREEMAN　 l961]や,東インドネシア 諸社会で提示された 「縁組みモデル」【デ=ヨ セ

リソ=デ=ヨ ソグ他　1987参 照1と は異なった社会組織 ・構造モデル発展の可能性を

内包するものと思われる33)。

　さて,最 後に,以 上の諸点を,広 く双系社会の組織原理ないし構造研究 という観点

から検討 しておきたい。本稿で明らかにしたムル ット社会の婚資と食物の贈与交換の

連鎖は,親 族関係を重視する立場からすれば,姻 族関係の連鎖ないし姻族を含めたカ

テゴリーとしてのキソドレッドの連鎖 とみなすこともできなくはない。 しか し,筆 者

は親族関係そのものとしてではなく,む しろ贈与交換関係の連鎖とみなすべきである

と考える。 というのは,親 族関係の連鎖ない しネ ットワークはそのままでは意味をな

さず,あ る特定の社会的な場面において,あ る特定の目的のために,あ る特定の範囲

のそれのみが社会的に意味を持つ と考えるからである。従って,双 系社会において婚

資と食物の贈与交換の連鎖や姻族関係の連鎖,キ ソドレッドの連鎖のような社会関係

が,そ の他の社会関係(例 えぽ,村 落ない しロソグハウス間の相互扶助としての等価

の贈与交換関係)と どのようにして全体としての社会組織 ・構造原理を構成 している

のかということを明らかにするためにも,本 稿で示 したように,さ まざまな社会関係

を葬礼等の具体的な社会的文脈とともに記述 ・分析する必要があると考える。

注

1)本 稿は,筆 者が1996年 に東京都立大学に提出した学位(社 会人類学博士)申 請論文,『 ボ

　ルネオ ・ムル ット社会の贈与交換 と社会関係』の第6章 第1節 に,若 干の加筆 ・修正を施し
　たものである。

2)最 近,人 類学における親族研究を総括的に検討したホーリー[HOLY　 1996:3】 は,科 学全

　般におけるパラダイムの転換に呼応 して,親 族研究がその確立以来以下のように理論的関心

　を大きく転換させてきたことを指摘 している。すなわち,1)構 造研究からプロセスの研究

　へ,2)実 在 論的研究(objective　 science)な い し 「実体論的」研究か ら認識論的研究
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　 (epistemic　science)へ,そ して3)部 分(part)的 研究から包括(whole)的 研究への転換で

ある。

　　「構造」研究から 「プロセス」研究への転換 とは,親 族を静態的な社会関係の一定のパター

　ン=構 造として見るのではな く,実 際の社会生活においていかに してそのような社会関係の
パターソが形成されるのかというプ・セスから見るということを意味する。家族や世帯を所

与のものとみな してその構造や機能を研究するのではな く,そ れを発展周期(developmen-

tal　cycle)に 応 じて動態的に分析した り【GooDY(ed.)1958],親 族集団(出 自集団)を 所与

のものとしてその構造や機能を研究するのではなく,集 団の成立や持続のプロセスをそれら

の間の婚姻関係などから動態的に分析する【レヴィ=ス トロース　 1977]と い う研究が,プ ロ

　セスないし動態を重視する研究としてあげられよう。

　　 「実在論的研究」から 「認識論的研究」への転換は,シ ュナイダー 【SCHN田)ER　 19841に

　よる従来の親族理論の批判に明確に示されている。シュナイダーは,身 体的実体(substance)

　の連続性(生 物学的な親子関係等)の みを強調する従来の親族理論を批判 し,屋 敷地や家畜

牛,祖 先祭祀等の象徴的媒体を通しても親族関係ないし集団が成立 しうることを指摘 した。

すなわち,彼 はそれまで自明のものとされていた,親 族や親族集団の概念の基礎に対 して疑

問を提出したのである。「実在論的研究」では,親 子関係と婚姻を基礎 とする親族や親族集

団を自明のものとして,そ こからその範囲や機能 ・構造を明らかY'`しよ うとする。一方,「 認

識論的研究」では,親 族や親族集団そのものがどのように認識されているのかということを

問題にするのである。

　　 「部分的研究」とは,親 族やイ ンセス トなどが,そ れ単独で独 自の研究領域として存在し

　うるという立場からの研究である。これに対して,「 包括的研究」とは,そ れらは単独では

意味をなさず,そ れらを包括するところの社会 ・文化的全体とともに分析 しなけれぽならな

いとする立場からの研究である。後者の立場に立った代表的な研究としては,スリランカ の

　プル ・エ リヤ(Pul　 Eliya)村 を分析した リーチ 【LEACH　 1961]が あげられよう。彼は,親 族
が独自の研究領域として存在するのではなく,そ れは土地やその他の財産 との関係において

　しか 「実在」 しないと明言 している[LEACH　 1961:3051。 同様に,テ レイ 【TERxnY　 1972】

　らマルクス主義人類学者は政治 ・経済 との関係から,オ ー トナーとホワイ トヘッド【ORTNER

and　WxiTEHEAD　 1981】 らはジェンダーとの関係からというように,親 族をより広い社会関

　係や現象との関係から研究 しようと試みている。

　　以上のような研究方向の転換は,た だ単に親族研究の分野のみにとどまらず,人 類学全般

　において生じた理論的な転換でもある。

　　さて,こ こで,人 類学における以上のような理論的転換を考慮 しつつ,改 めて本稿の意義

　を確認しておきたい。

　　まず第一に,本 稿は 「構造」ではなく 「プロセス」を分析の対象とすることを明言 してお

　きたい。本稿で扱 う社会現象は,人 類学の伝統的な トピックである贈与交換である。しか し,

　本稿の主題は,従 来のように贈与交換そのものではない。当該社会において何 らかの集団を

組織する際に,も っとも重要な社会関係の一つ としてそれがたち現れるからこそ記述や分析

　の対象とするのであ り,そ の場合にも,集 団がどのように して組織されるのかというプRセ

　スに焦点を当てる。

　　本稿はまた,親 族そのものを扱 うものでもない。本稿は,双 系社会における社会組織ない

　し構造原理の析出を目指している。しかし,親 族関係を他の社会現象と切 り離して単独で記

　述 ・分析するようなことはしない。葬礼等の当該社会の具体的な社会的現実(social　reality)

　に対応する限 りにおいて親族関係を記述 ・分析 し,そ の動態を明らかにする。

　　本稿においては,贈 与交換や親族,親 族集団を認識論 レヴェルにまで立ち戻って記述 ・分

　析せず,む しろ 「実在論的」に扱 っている。贈与交換や親族が当該社会の個々人によってい

　かに認識され,選 択 ・操作 ・調整などがなされているのか,と いった認識論 レヴェルの問題

　も重要ではある。 しか し,当 該社会の行為者たちがこれらの行為を自明のものとしている以

　上,そ のような問題には深入 りせず,そ のプロセスを記述 ・分析する方がより生産的である

　と考える。

3)　 サバ州では,1970年 以降,民 族別の人口統計を取 っていないので,ム ル ット族の正確な人

　口は不明である。1975年 の3万6173人 【REGIs　l　989:416】,1978年 の3万9289人 【AMINAH

　1980】 とい う数字から推定 して,サ ・ミ州に居住するムルット族の人口は現在約4～5万 人程

　度と思われる。
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4)現 地調査は,サ バ州の内陸郡(Bahagian　 Pedalaman),ナ バ ワソ/プ ソシアソガソ地区

　　(Daerah　Nabawan/Pnensiangan),パ ガルンガソ・ムキム(Mukim　 Pagalungan)に おいて,

　 1988年10月 か ら1990年9月 の約2年 間にわたって実施 した。また,1995年3月 と1996年 の3

　 月には,そ れぞれ約1ヵ 月の補充調査を行った。

　　 調査の実施にあたっては,マ レーシア国民大学のMohamed　 Yusoff　Ismail,　Shamsul　Amri

　 Baharuddin,　Ghazally　Ismailの 各博士,　Patricia　Regis前 サバ博物館館長をはじめとするサ・ミ

　 博物館の館員各位,中 央大学の宮本勝教授,国 立民族学博物館の田村克己助教授,そ してま

　 た,調 査地の村びとにたいへんお世話になった。この場を借 りて,感 謝する次第である。な

　 お,1995年 と1996年 の補充調査は,文 部省科学研究費補助金による国際学術研究(研 究代表

　　・田村克己国立民族学博物館助教授 「変動する東南アジアにおける社会倫理の人類学的研究」

　 【課題番号06041128】)の 研究分担者として行ったものである。
5)　 内陸部のムル ット族居住地域を歩 くと,道 路ないし河川沿いに,派 手なペソキを塗った一

　 群の小屋をときどき目にする。屋根は トタソで葺かれ,窓 もある立派な高床の 「家」である。

　 一見するとふつ うの民家のように見えるが,ム ル ット族の墓である。ムルット族は,か つて

　 遺体を甕棺に入れていたが,そ の甕棺を安置するのがこの高床の 「墓」であった。

6)　 1988年 か ら1990年 にわたる2年 間の調査期間中,筆 者が甕棺を利用 した葬儀を見ることが

　 できたのは一度だけであった。
7)ル ッター 【KUTTER　 1985(1929):215]に よると,ムルット族はかつて死者を複葬 していた。

　 その際,一 次葬では木棺を使い,二 次葬で甕棺に納めなおしてその上に屋根を葺いていたと

　 いう。

8)　 ムルット社会における本来の婚資(pulut)は,通 常,婚 約,婚 礼,プ ルイ儀礼,テ ィナ

　 ウ儀礼とい う一連の婚姻儀礼において贈与され,離 婚の際の返済に備えてその品名 と数量が

　 克明に記録 ・保管される 【上杉　1991a参 照】。一方,パ ギソバヤソ儀礼等で贈与される威信

　 材は,本 来(狭 義)の 婚資のように記録されることはない。従って,厳 密に言 うならぽ,両

　 者は区別されねぽならない。後者は,た だ単に遺族への 「おみやげ(buah　 tangan)」 とみな

　 される場合もある[ZAINI　 1969:112】。 しか し,贈 与される品が両者で同一であることもあ

　 って,後 者 もしばしば広義の婚資とみなされている。

9)　 ムル ット社会における家族は,理 想的には,ロ ソグハウス内の個室を占有する,居 住や生

　 計,儀 礼等において独立 した単位とい うことができる。家族(sansulapan)と い うムルット

　 語も,本 来は,「 一つの個室(sulap)を 占有するものたち」とい う意味である。 しか し,実

　 際には種々の事情から,数 家族が一つの個室を占有して生活を共にするということが しぼし

　 ば見られる。本稿では,以 下,独 立 して焼き畑を経営し,ま た各種の儀礼において参加主体

　 となる単位を,そ れが個室を占有するか否かにかかわらず,一 つの家族として記述する。
10)　 ムル ット族出身の牧師は死者の埋葬には立ち会ったが,遺 族や参列者たちと酒食をともに

　 することや忌み明けの儀礼に参加することはなかった。
11)陸 稲の植え付け前の3～7月 にパギソバヤン儀礼等があらかじめ予想される場合には,稲

　 の作付け面積を事前に増やすことが多い。 しかし,今 回のように10月 半ぽに死者が出た場合

　 にはそ うしたことができないので,そ の年の作柄を見て儀礼の開催を決定する。このため,

　 作柄によっては,パ ギンパヤン儀礼の開催が遺体埋葬の数年後になることもまれではない。
12)近 くの招待客に対しては,結 縄だけを手渡 して口頭で招待することもある。なお,パ ギソ

　 バヤソ儀礼等への招待の際には,婚 礼時等のように,招 待状に米や発酵肉を添えることはな

　 い 【上杉　1991a参 照1。
13)菓 子等が盛 られた小皿に対 しては1マ レーシア ・ドル,飲 み物のポット等に対 しては5マ

　 レーシア ・ドルの現金が返礼として添えられていた。また,タ バコ1カ ー トン当た り20マ レー

　 シア ・ドルが支払われた。こうした嗜好品や食物に対する現金による返礼(支 払い)の ため,

　 招待客らは多額の現金を儀礼に持参しなければならない。後述するように,こ のことが,招

　 待客が多数の同行客を伴って儀礼に参加する理由の一つになっている。
14)　パキピラソ交換は,主 催者 ・共催者(後 述)と 招待客の女性の間で行われ,主 催者 ・共催

　 者の手伝いや招待客が伴ってきた同行客が直接参加することはない。彼らは,主 催者 ・共催

　 者や招待客に物品を提供することで,間 接的にパキピラソ交換に参加するにすぎない。
15)　 タバンを持ち寄 った老に対 しては,通 常,こ うした 「引き出物」は提供されない。今回の

　 パギンパヤソ儀礼では,主 催者側の取 り計らいで,招 待客らとは別に少量の 「引き出物」が

　 提供された。
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16)分 配 された衣類の概数は,1口(家 族)当 た りの分配数から推定 した。ただ し,儀 礼途中

　 でも食事への返礼等 として女性用腰巻 き等の衣類が賓客側から主催者側へ贈 られているの

　 で,贈 与された衣類の総数はここに示 した概数よりかな り多い。

17)主 催者側から賓客側に贈 られる 「引き出物」には,ふ つ う返礼はいっさいなされない。パ

　 ギンパヤソ儀礼は4晩 にわたって開催され,「 引き出物」は通常儀礼の最終 日の第5日 目に

　 贈られる。 しか し,本 稿で記述した儀礼の場合には,第4日 目に帰宅する客がいたこともあ

　 って,第4日 目にまず 「引き出物」が贈られた。また,第5日 目にも,通 常の儀礼の手順を

　 踏んで 「引き出物」が再び贈られた。通常より多めの贈 り物を受けた賓客側は,こ のため,

　 それに対するお返しとして通常はしない現金での返礼を行ったのである。
18)　後述するように,テ ィナウ儀礼等の婚姻儀礼においても,主 催者や共催者,手 伝い等の同

　 様の役割分担が見られる 【上杉　 1991a参 照】。
19)　未婚女性や寡婦等が単独で手伝い等 として儀礼に参加する場合もあるが,既 婚者は,家 族

　 単位で儀礼に参加するのが一般的である。そこで,本 稿では以下,儀 礼に参加した家族に言

　 及する場合には,家 族中の壮年男子(世 帯主)名 を便宜的に用いることとする。

20)既 に述べたように,儀 礼に主催老ないし共催者として参加するためには,既 婚で独立した

　 家族を形成 しているのがふつうである。Tarisanの2人 の息子たちは未婚で独立 した家族を

　 形成 していないので,通 常は,儀 礼に共催者として参加することはない。
21)　 ドユーウェルら【DuEwEL　and　PARTHAsAMTmr　 1972:15-17】 に よると,ムルット社会では,

　 1世 帯(household)当 た りの成員数は7.7人 であるという。世帯はさらに,既 婚の夫婦 とそ

　 の未婚の子 ども等から成る,平 均1.75の 「下位単位(sub-unit)」 か ら成 り立っているとい う。

　　ドユーウェルらのいう 「下位単位」が本稿の家族に相当するので,1家 族当た りの成員数は

　 平均4.4人 とい うことになる。 しか し,本 稿では,筆 者の調査の数値を加味 して,1家 族の

　 成員数を平均6人 として儀礼参加人数を概算した。
22)た だ し,よ くあることだが,彼 らが同時に招待客や同行客である場合にはさまざまな贈与

　 交換を行 うことになる。実際,テ ィナンドゥック村にタバ ンを運び込んできたシプアヨ村の

　 13家 族の内の1家 族(Akal　 S.),シ カ ラボット村の4家 族の内の2家 族(AhuiとAndua)

　 は,招 待客としても儀礼に参加 していた。

23)招 待 客とタバンを持参 した者,主 催者ないし共催者の手伝いが重複 していることもあるた

　 め,実 数はそれらを単純に合計 した数よりやや少ないと思われる。

24)イ ン ドネシア領カリマンタソ側のムル ット(ス ソ・》 ソ・ムル ット;Sumbakung　 Murut)

　 が国境を越えて発酵肉を売 りに来ていたのに偶然出会い,そ の場で水牛1頭 と交換して調達

　 したものである。Tarisanに よると,発 酵肉は,後 に詳 しく述べる,等 価の贈与交換ないし

　 相互扶助であるタバンとして調達することも可能であったという。 しか し,タ バソとしてイ

　 ンドネシア側のムルットから食物を得ると,彼 らを賓客 として長期間接待しなければならず,

　 また将来,「 負債」の返済に際してはカリマソタン側の彼らの村にまで行かねぽならないの

　 で費用がかか りすぎるという。このため,結 局,タ バンとしてではなく,そ の場で水牛と直

　 接交換することにしたとい う。
25)水 牛や牛は事前に購入されたものぽか りではなく,客 の人数や副食物の多寡を考慮 して,

　 儀礼途中にも追加して購入された。ここでは,そ れらを区別せずに一括して示 してある。
26)表3で は,主 催者および共催者21家 族の内の19家 族しか示 していない。それは,主 催者で

　 あるTarisanの2人 の息子たちも共催者として儀礼に参加 していたが,独 立 した家族ではな

　 いので,彼 らをTarisanで 代表させているからである。

27)　 もちろん,主 催者からの婚資の分配が多ければ,共 催者は手伝いに対 してそれらの一部を

　 分配するのがふつうである。

28)　 タバ ソを持ち寄ったシプアヨ村等の者は,儀 礼中は招待客同様に客としてもてなされてい

　 た。 しかし,通 常,主 催者側から食物が 「引き出物」として贈られるようなことはない。従

　 って,こ の時の食物の分配 も,招 待客とその同行客の間だけに限られる。

29)儀 礼 の共催老となることは,儀 礼中酒はもとより主食としての米,タ ピオカ,お かず とし

　 ての肉,発 酵肉を用意 しなければならない。また嗜好品として,コ ーヒーや紅茶,砂 糖,タ

　 バコ等も調達 しなけれぽならない。ムルット社会では,米 やキャッサバの栽培はふつ う女性

　 の領域に属 しており,未婚男性だけでは儀礼に必要な十分な食物を準備することはできない。

　 従って,通 常,未 婚男性は共催者として儀礼に参加することはできない。

30)招 待客の内,JohnとAkal　 K.,　Kawatiと 主催者ないし共催者 との関係は確認できなかった。
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　 しかし,彼 らも主催者たちか ら,「われわれの トゥマキソ(tu〃:akin　mai)」 と呼びかけられ

　 た り言及 されていたことを考えると,故 人や主催者,共 催者のいずれかの娘の夫とみなされ

　 ていることには変わ りはない。

31)　 この種の村落(ロ ングハウス)間 の等価の贈与交換とそのネットワークの詳細については,

　 稿を改めて論 じたい。

32)　 こうした点を考慮 して,筆 者は,村 落(ロ ングハウス)間 の贈与交換関係を特に 「祭宴関

　 係」 と呼んでいる 【上杉　 1986,1991b参 照】。いずれにせ よ,こ の種の関係が,ボ ルネオの先

　 住民社会でかつて報告されていた 「河川流域集団」や 「部族」,「同盟」と密接にかかわって

　 いたもの一と思われる[cf.　SUTLIVE　 1972,1978】。
33)　 ムルット社会で提示した社会関係モデルの理論的検討については,稿 を改めて論 じたい。
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